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親機で電話をかけるとさの操作です。 

〇取り列してち日 K ! 


操作のしかた 


ま話巧を取る 



「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 



さは を押しまず。 


巧手の方とお話 
しする 



山岛 UJ 
の岛 
ののじ 
岛風田、 

♦まちびい電話を防ぐために「ツー」といラ 
音をおかめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださい。 

♦ワイヤレスカラー液晶を取り付けていると 
さは、ダイヤルしたま号びディスプレイに 
表示されます（下記）。 

031234已678 


画質」軍菌眶 Jip 韶 II 登録 / 獨 UiUdH 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 電話びかけ6れないとまはぺージ） 

■ ほ話中やな留中に巧然ファクス受信に切り替わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信 （ i ®=9-8 ぺ一 
ジ）を「なし」にします。 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとまは 

親機で通話中のときは I ク1 、 子機で通話中のと 


♦ワイヤレスカラー液晶を取り付けていると 
をは、ディスプレイ左上におよその通話時間 
をを示します。 


通話び終わったら 

受話器を戻す 



■ 受話器を取百ずに電話をかけるとまは 

れ ( iT を押してからダイヤルします。 
スピーカーから 相手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くときに便利です。ただし、相手 

のちとの通話はでをません。通話するときは受話 
器を取ってお話しください。 

■ ワイヤレスカラー液晶の電話帳で電話をかけると 
きは（防2-19~2-20ぺージ） 

■ ワイヤレスカラー液晶で着信記録を使って電話を 
かけるとさは{咳' 7-1 4ぺージ） 


巧^お知 S せ 

• 表示される通話時間は已9分59砂までです。 

この時間を超えると日砂から新しくカウントされ 
よ9 0 

• 電話をかけた相手のちびナンバー-ディスプレイ対応 
の電話機やファクシ 5 U で、ナンパ'-■ディスプレイ 
などのサービスをご利用のとをは、ご自分の電話番号 
び相手のちに通が（表示）されます。 

通巧する/しないは、現在お還びのま号通知ち法 
によって異なります。 


3電話をかける 

1 親機で電話をかける 



電話をかける 


























電話をかける 


モ機で電話をかける 


子機で電話をかけるときの操作です。 




^テ機で操作 


充電器から取って 

感を巧す 

♦通話ボタンび点なしまず。 

♦スピーカーホンボタンを押すとスピーカ- 
ホンで通話でさます。 （ BS ' S - S ぺージ） 


「ツー」といラ音び 
聞こ文たら 

ダイヤルする 


ぷ 



♦まちびい電話を防ぐために、ダイヤルする 
とをは、「ツ ー 」音をおかめたあと、正し 
<ダイヤルして < ださい。 


■ 途中でやめるとまは 

^を巧します。 

■ 「ピーピ ー J とい5音び聞こえるとまは 
(防 8-33 ぺージ） 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとまは 

^ を巧します。 

■ モ傑の電話帳で電話をかけるとさは （ B ®=2-24~ 
2-25 ぺージ） 

■ モ機で着信記録をほって電話をかけるとさは 
(防 7- 15ぺージ） 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約日秒後に消えます。 



をお知 S せ 

• ご使用環境によってはテ機から Si ちびかからないこ 
とびあります。少し場所を移動してみてください。 
♦親機でコピー中、プリント中のときは、モ機で電 
話をかけることはでさません。 



ダイヤルボタン 


操作のしかた 


K 5 をかける 


2-3 







































呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 



通話び終わったら 

受話器を戻す 




巧手の方とお話 
しする 


参ディスプレイ左上におよその通話時間を表 
术しよす。 


11:!! I 巧 U - 受恒 

着信通話 


画質」軍話！*」着属獨 I 登録/技 U ill り叫卜 I 

■ 巧出音の大きさををえるとをは 

(規機の呼出音量ををえる Bsn -44 ぺージ） 

■ ほ話中や巧手の方び巧留中に突然ファクス受信に 
切日替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「なし」に 
します。 （ B を日-8ぺージ） 

■ ほ話中にファクスを受信ずるとをは 
(防 2-S ぺージ） 


r 着信びおりました J と表ちされているとまは 


雇信記録1 にタッチずると、電話びかかってきた日時 
を確認することびでさます。 

ナンバ ー• ディスプレイを契約しているとをは、 
相手のちの電話番号や電話帳に登録されている名 
前を表おします。（防7-12ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•ナンバー-ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってをたとを、巧手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。（防7-已ぺージ） 

• 表示される通話時間は已9分已9秒までです。この時 
間を超えると日秒から新しくカウントされます。 


^電話を受ける 

I 親機で電話を受ける 

親機で電話を受けるとさの操作です。 




操作のしかた 


取りがしてを 0 K ! 



電話を受ける 

































呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


参充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているときは通話 
ボタンを巧します。 

♦通話ボタンび点灯します。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
cS 9 〇 

•通話時間の表示は、約日砂後に消えます。 



巧手の方とお話 
しする 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。（最大閒：已9まで） 




■ 巧出音が鳴っているとをに音を r 切 J にずるとをは 

呼出音び鳴っているとをにく9を押すと、音び 
「切」になります。（親機は鳴り続けまず。） 
なに電話びかかってさたとをは、もとの設定して 
いる呼出音び鳴ります。 

■ 巧出音の大まさを密えるとまは 

(モ機の呼出音量を変える1 -47 ぺージ） 


■ ほ話中や巧手の方び巧留中に突然ファクス受信に 
切り替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「なし」に 
します。（防 9-8 ぺージ） 


をお知 S せ 

♦子機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押さ 
なくてを電話を受けることびできます。（クイッ 
ク通話を設定する腐=已-1巨ページ） 

•子機や充電器を設置するとさは、親機や PHS / 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒 
に置かないでください。（でさるだけ離してくだ 
さい。）子機の呼出音び鳴らなくなることびあり 
ます。 

♦ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってさたとさ、相手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。 （ B ぞ7-已ページ） 

♦親機でコピー中、プリント中のときは、モ機で電 
話を受けることはでさません。また、呼出音も鳴 
りません。 

♦テ機はネーム•ディスプレイには、対応していま 
せん。 


電話をまける 


解 


モ機で電話を受ける 


子機で電話を受けるとさの操作です。 

電話びかかってくると、最初に親機の呼出音び鳴っ 
て、少し遅れてモ機の呼出音び鳴ります。 


操作のしかた 


^テ機で操作 





電話を受ける 


2-5 

















2 画面の数きに 
タツチして 
電話ま号を 
タイヤルする 


♦入力をまちびえたとさは、〔|5!ミ肖Iにタッチす 
るとひとつ前の数字び消えます。 


3 1通話 1 にタッチ 
する 


■ 途中でやめるとまは 

[切 Iにタッチします。 

■ 電話びかけ6れないとさは （ B ®=8-18 ぺージ) 


■ 通話中やな留中に突然ファクス受信に切0替わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働<こ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信（咳=9-8ぺ一 
ジ）を「なし」にします。 

■ 巧手の方の青が聞こえに<いとまは 

{ワイヤレスカラー液晶のスピーカ音量ををえる 
防1 -50 ぺージ） 

■ ワイヤレスカラー巧晶の電話帳で電話をかけると 
をは （ Bs ^ a - ia - a - ao ぺージ） 


■ ワイヤレスカラー巧晶で着信記録をほって電話を 
かけるとまは （ B を 7-1 4ぺージ） 


■ 通話中にファクスを畳信するとまは 

fFAX 鹏]にタッチしまず。 


資^お知 S せ 

• 表示される通話時間は已9分已9砂までです。 

この時間を超えると日砂から新しくカウントされ 

CJ^ 9 0 

•電話をかけた相手の方びナンバー-ディスプレイ 
対応の電話機やファクシミ U で、ナンバー.ディ 
スプレイなどのサービスをご利用のとさは、ご自 
分の電話を号び相手のちに通が（表示）されま 
す。 

通巧する/しないは、現在お還びのま号通知ち法 
によって異なります。 

• ワイヤレスカラー液晶を親機から取りがして通話 
しているとさは、ワイヤレスカラー液晶を親機に 
取り付けると電話び切れてしまいます。 


ダイヤルして<ださい 

if 舞 

トン〇 〇 〇 V 

通話 j 電話帳 j ! 着信記録 I 取；肖 」 M 



4巧手の方とお話 

しする 


参マイクか日約已 Ocm の範囲内でお話しくだ 
さい。 

5 通話び終わったら 

r 切 I にタッチ 
する 


0312345678 

〇 B €1 口 
- 〇 〇 〇ド 

^1回タッチ6 0 

切 J 電話喝着歸聲取ミ肖い II ►址 





り仆レスカラ-綱で騒をかける/§ける。トトホン) 


L 電話をかける（親機か6取りかしているとを） 

ワイヤレスカラー液晶を親機から取り外しているとさに、ワイヤレスカラー液晶で電話をかけることびでさ 
ます。 


操作のしかた 


^タッチペン 凤 置いたまま 


ワイヤレスカラ—液晶で電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン 


2-6 




























呼出音び鳴ったら 


[ mW ] にタッチ 
する 



♦ I 龍小 1 や I 龍大 1 にタッチすると、呼出音 
量を変えることびでさます。 


■ 巧出音の大まさを巧えるとをは 

(ワイヤレスカラー液晶の巧出音量ををえる 
防 1-46 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方び巧留中に巧なファクス受信に 
切り替わるとをは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「なし」に 
しまず。 （ B 穿日-8ぺージ） 

■ 通話中にファクスを畳信ずるときは 

にタッチします。 



■ 巧手の方の青が聞こえに<いときは 

(ワイヤレスカラー巧晶のスピーカー音量を変え 
る1®= 1-50 ぺージ） 


をお知 S せ 

参ナンバー■ディスプレイを契約すると、電話びか 
かつてさたとさ、巧手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。（防マ-已ページ） 

参表示される通話時剧ま已日分已白砂まででず。この時 
間を超えると0秒から新しくカウントされます。 

参ワイヤレスカラー液晶を親機から取りがして通話 
しているとさは、ワイヤレスカラー液晶を親機に 
取り付けると電話び切れてしまいます。 

2-7 


ワイヤレスカラー液晶で電話をかける/まける【スピーカーホン） 


解 


し 電話をまける（親機か6取りかしているとを） 

ワイヤレスカラー液晶を取り外しているとさに、ワイヤレスカラー液晶で電話を受けることびでをまず。 


操作のしかた 


^タッチペン 置いたまま 



ワイヤレスカラ—液晶で電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン) 























子機を置いたまま歸をかける/酣る（ストトホン) 


電話をかける 


モ機を充電器に置いたまま電話をかけてお話しずるこ 
とびでをます。（スピーカーホン） 




(#モ機で操作 


@を巧す 


趣/" 


S が 


♦通話ボタンび点なして、ディスプレイの 
がマークび表示されます。 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


参まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
5音をおかめたあと、正しくダイヤルして 
<ださい。 



■ 途中でやめるとまは 

(0 を押します。 

■ r ピーピ ー J といラ音が聞こえるとまは 
{防 8-33 ぺージ） 

■ 巧手の方の青が聞こえに<いときは 

好機のスピーカー音量ををえる防1 - 已1ぺージ） 


巧^お知 S せ 

•子機を持って通話中にスピーカーホンボタンを巧ず 
と、スピーカーホンでの通話に切り替えることびで 
をまず。（スピーカーホンでの通話に切り替えたあ 
と、子機を充電器に置くと、通話び切れます。） 

参相手のちの声び聞を取りにくいとさや、周囲び騒び 
しいときは、子機を取ってお話しください。（子機 
を巧電器に置いていないとさは、スピーカーホンボ 
タンを巧すとスピーカーホンは稱除されまず。） 
•スピーカーホンボタンを押して、すぐに巧手から 
の電話びつなびったときは、こちらの声び相手に 
聞こえないことびあります。 

こんなとさは、子機を取ってお話しください。 



3 マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


♦マイクから約已〇巳 m の範囲内でお話しくだ 
さい。 

参通話中は通話時間（目安）を表おします。 


4通話び終わったら 

复）を巧す 

♦通話時間（目安）は約5砂後に消えます。 



操作のしかた 


子機を R た雲電話を宮る\5る ( K ピ-力-ホン) 


2-8 






































操作のしかた 


^テ機で操作 


子機を置いたまま電話をかける/まける【スピーカーホン） 


解 


電話を受ける 


子機を充電器に置し)たまま電話を受けてお話しするこ 


とびでをます。（スピーカーホン） 



呼出音び鳴ったら 

スビーカーホン 

を巧す 


励/" 



♦通話中は通話時間（目安）を表示しまず。 
♦通話ボタンび点なして、ディスプレイの 
がマークび 表示されます。 


マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


♦マイクから約已 Ocm の範囲内でお話しくだ 
さい。 

■ 巧手の方の青び聞こえに<いときは 

【モ機のスピーカー音量を密える际=1 -5 1 ページ) 

■ 巧出音の大まさを巧えるとをは 

(モおの呼出音量を変える1 -47 ぺージ） 



通話び終わったら 

夕对甲す 


>通話時間（目安）の表示は、約日秒後に消 
えまず。 


巧"お知 S せ 

• 相手の方の声び聞さ取りにくいとさや、周囲び騒 
びしいときは、子機を取ってお話しください。 

(子機を充電器に置いていないときは、スピー 
力ーホンボタンを巧すとスピーカーホンび稱除さ 
れます。） 

♦テ機を持って通話しているとき、スピーカーホン 
ボタンを押すとスピーカーホン通になります。 

(スピーカーホンでの通話に切り替えたあと、モ 
機を充電器に置くと、通話び切れます。） 



テ機を置いたまま電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン 


2-9 
































を巧し、 

みまたは: V )で 
r ユウセン3ビ 
ダシ J を選ぶ 


(® iO を巧す 




が 




>「ピー」と鳴り、ディスプレイに I 優畑乎出 J 
と表おされて、優先呼出び設定されます。 

>「優先呼出を設定しました」と音声メッセ 
ージび 流れます。 


■ 途中でやめるとまは 

夕を押しまず。 

■ 屋巧巧出をおなずるとをは 


ディスプレイに雇星！固び表示されているときに、 
手順！〜2の操作をします。 


「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの虐室1国び、消 
无ます。 

「優先呼出を解除しました」と音声メッセージび 
流れます。 





優先呼出の表示び 
消えます 


巧"お知 S せ 

• 設定後、9時間経過したとさは優先呼出び自動的 
に解除されます。 

参優先呼出を設定でをる子機は、1台のみです。 
UX - WB 10じ\^をお使いのとき、または UX - 
W 目1 OCL でテ機を増設してお使いのときに、 
ずでに他の子機を優先呼出に設定しているとき 
は、「ピピピピ」とアラームび鳴り、優先呼出を 
設定することはでをません。 

•優先呼出を設定したあとで、子機の充電池を交換 
ずると、虐11固の表示は消えますび優先呼出は 


設定されたままになります。 [優先呼出1 を表示させ 
るとをは、解除してをラー度設定し直してくださ 
い。 

i 優先呼出を設定しているときは、親機やワイヤレ 
スカラー液晶や他のテ機で電話を受けることはで 
をません。 

I 優先呼出を設定していてち、留守設定時は留守機 
能び働さ、親機で自動応答します。 

I 親機でコピー中、プ U ント中のとさは、優先呼出 
を設定していてち、テ機で電話を受けることはで 
をません。また、呼出音を鳴りません。コピー- 
プ U ント終了後は、モ機で受けることびでさま 
ず。 


優巧巧出を設定する 


優先呼出を設定ずると、電話びかかってをたとき、設 
定された子機だけに呼出音び鳴ります。 



^子機だけに電話がかかつて<るよ5にする（優先極出) 



操作のしかた 



子機だ： b に電話びかかつて<るよラに堇養先呼出) 
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□ □ □ 


巧綠/保留 
⑩ 


通話中にお待たせずる（保留) 



;•# 


お母さ一ん、 
00さんか 6* 
電話だよ 








<§> 

〇 

0 

0 


□ 

□ 

□ 

□ 






通話中、巧手の方をお待たせずるとさに、メロディー 
を流します。 

(曲名：「夢路より」） 


親機で通話中にお待たせする 


(〇1取り付けて操作 


通話中に 

n をを巧して、 
ま話巧を房す 


♦保留メロディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えな< な0ます。 


保留中 


画質） 

111 心 y づ 


■ 巧留中に他の電話機で電話に出るとまは 
(ひとり面ち防 2-38 ぺージ） 



再び通話するとをは 

受話器を取る 



参な留メ□ディーび止まり、お話しでをるよ 
ラになります。 

♦受話器を戻さなかったとさは、もラー度、 
内線/保留ボタンを押すと、再び通話できま 
す。 


操作のしかた 


話 


通話中にお待たせする(保留) 


〇な〇 
0 0 0 0 
回のの四 
回回のの 
田0の0 
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通話中にお待たせする（保留) 


2 再び通話するとさは 

( P にタッチする 

♦保留メ□ディーび止まり、お話しでさるよ 
ラになります。 


通話中に 

にタッチ 
する 


着信通話 


, B 化ま 

卜ーン 

■切 ]mr 

1回タッチ 

Q 〇四房 

5帳1這信記録1 FAX 鹏い1 小卜 


♦イ呆留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えな< な0ます。 

参な留中は、®び点滅します。 

■ 巧留中に他の電話機で電話に出るとまは 
{ひとり拓送11$'2-40ぺージ） 


子機で通話中にお待たせする 


操作のしかた 


C# 子機で操作 


ワイヤレスカラー液晶で 
通話中にお待たせする 


操作のしかた 


^タッチペン 


通話中に 

" ST を巧す 


ぷ 


♦な留メ □ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えなくなります。 

♦通話ボタンび点滅します。 

■ 巧留中に他の電話機で電話に出るとまは 
{ひとり损 H 防 2-39 ぺージ） 


再び通話するとさは 

をまたは" gf を巧す 

参な留メ□デイーび止まり、お話しできるよ 
ラになります。 

♦通話ボタンび点灯します。 


•お知5せ 

• ワイヤレスカラー液晶を親機から取り外して保留 
にしているとをに、ワイヤレスカラー液晶を親機 
に取り付けると電話び切れてしまいます。 




通話中にお待たせする(保留) 





































恒録 / i 制 にタッチ 

する 


曰または曰に夕 
ツチして[電話 
帳 J を選ぶ 


登録/機能 
を音関連設定 
もメモ録音*通話録音 
^コピー設定 
も画面設定 
ろ霞話帳 , 

タッチで選お、タッチ * t 


タッチ1 




r 電話帳 J にち5 
—度タッチする 


r 登録 J にタッチ 
する 


1< I >1 

_ 了ち]で■ちお I はこひ夕7へ jiji で Y 5¢百トイ巧げ 



を巧」 L 採用 jip 如別ん抽! 了 


を前を入れる 
撮大朗10文 
字/半角20文字） 

(肢]-已6〜1 - 

70ページ） 

♦名前の入力を省略するとさは、 励厨 に 
タッチして手順8に進みます。 

名前を入力しないで電話番号を登録すると、 
名前のところに電話番号（第1ま号）び表 
示されます。 

また、メールアドレスのみ登録すると名前 
のところにメールアドレスび表示されます。 

1つ前に戻るとまは 

「戻る _) にタッチします。 


き齊 

子を 


電話嘘 


回タツチ 


タッチで選択、タッチで決定_ 

戻る」リ^3づ 


April 


4/16(水） 
2：45 PM 

Ott り ) 

0 林ち） 

Ott 巧 

1回タッチ ' ミミ？ ロジタツチ） I 


13141516171819 


画質 J 電話喝這屬職」登録/沒呀 if ^ -J ▼] 


< 名前 
池田悟 


—坐任こう术、'がは， n 万へ-も广。 5 ig >. 




を換 ji 探用 J 煙嫌人」 I 人力程了いづ， 


み力終了 I にタッチ 

する 


r 読别び正しければ 

(入力ぉづ にタッチ 

する 


参「読み」に変更びあれば修正します。 
(防！-已日〜！-70ページ） 

「読み」は半ち文字で最大2□文字まで入 
力でさます。 

•名前に「。」や「、」があるとさは自動的 
に「読み」は半角のスペースに変わってい 
まず。 

次ぺージへ一 



ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録ずる 


解 


ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


よく利用する電話ま号を、電話帳に登録しておくことびできます。ワイヤレスカラー液晶には最大100人分 
のま号を登録できます。1人につき2つのを号を登録できるので、自宅と携帯電話の番号を両方登録したい 
ときに便和です。 

また、巧手のちのメールアドレスを登録することびできます。 


操作のしかた 


^タッチペン 〇取りがしても 0 K ! 




查 h - 重£|顆に登録する 


2-13 








































































ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


►つづを 

電話番号（第1ま 
号）を入れる 
(最大32ケタ） 



♦ま号を入れまちびえたときは、 CUD にタツ 
チずると、1つ前の番号を消去できます。 

♦メールアドレスを登録する場合は、第1ま 
号の入力は省略でをます。 

省略するとさは、この手順をとばして、手 
順11に進んでください。（メールアドレ 
スを入れない場合、第1番号の入力は省略 
でさません。） 

♦ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、 
電話帳に登録した相手のちを名前で表示さ 
せるときページ）や着信鳴り分け 
をさせるとき（〇ぞ7-20〜7-21ぺージ） 

は、同じ市内でを必ず巿外局番から登録し 
て < ださい。 



10電話番号（第2ま 
号）を入れる 
(最大32ケタ） 


/吿りぞ异\ 

N0, =09012345678 



>第2番号の入力は省略でさます。 

省略するときは、この手順をとばして手順 
11に進んでください。 


12 メール アドレスを 
入れる（最大半角 
SQ 义き） 


< メール アドレス> 
i keda@xx.yy.zzi 



変換）採用 j 超湖!; y 人力載117 


•第1番号を登録している場合、メールアド 
レスの入力は省略でさます。 

省略するときは、この手順をとばして手順 
13に進んでください。（メールアドレス 
を入れない場合、第1番号の入力は省略で 
をません。） 

♦メールをごネ ij 用時に使用します。 

(防日-2已ページ） 

13 pi 巧にタッチ 

する 

参続けて登録するとをは手順4〜13をくり 
返し行ってください。 


14 | b < h にタッチする 


1回タッチ 


LjJ 


-P 




ワイヤレスカラ—液晶の電話帳に登録する 
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ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


■ 途中でやめるとまは 

にタッチします。 

■ 文字の入力をまちがえたとをは 

CM ) にタッチすると、力ーソルのひとつ前の文 
字び消えます。 

CW ) にタッチすると、カーソルのかかつている 
文字び消えます。文字にカーソルびかかっていな 
いときは、ひとつ前の文字び消えます。 

_巧に Siail にタッチしてか6_ 

登録することもでをまず 

(Dfiiail にタッチする 

② (-質表示) にタッチする 

③ 南規登録) にタッチずる 

④ 2- 13〜 2- 14ぺージの手順5から手順] 4の 
操作をする 


ポーズについて 

第1番号、第2ま号の入力時に、〇)にタッチず 
ると約3砂間の待ち時間びでをます。続けて入力 
ずることもできます。（親機に取り付けて操作し 
ているとさはを押して入力することもでを 
ます。） 

ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信す 
るとをだけにして < ださい。 

それけ外のとさにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびありまず。 

ディスプレイには一（八イフン）で表示されます。 


■ 宜録した内容をお話ずるとをは 

( Dili ) にタッチする 

② 卜覧表对 にタッチする 

③ 確認したい巧手のちにタッチしてから、 


胥細表示 I にタッチする 
④確認後、0にタッチする 


電話帳 U スト画面の見かた 


[■話 帳 1 にタッチし、 [-質表示 I にタッチずると、登 
録されている番号の一覧び表示されます。 
ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けていると 
さのみ、を押して電話帳 U ストをプ U ントず 
ることびでさます。 


登録4件 

>時報 
>蔵予報 
>ま号案巧 
あ田悟 


茂り W 件） 


104 

(I312H567J 


、み 


タッチで選択、夕巧で発信 
検索 Ijl 调登劍説腺消ミ jfliF 


第]番号 


•第2ま号び 
登録されているとさ 
表示されます 


-メール アドレスび 
登録されているとさ 
表おされます 

ワイヤレスカラー液晶の電話帳の番号やち前をモ 
機にち登録ずるときは （陈=2-26 ぺージ） 


巧"お知 S せ 

•ワイヤレスカラー液晶の電話帳には、あらかじめ 
なの3件の電話番号び登録されています。あらた 
に登録できるのは97人分です。100人分登録し 
たいとさは、この内容を消してください。 


参まちびい電話を防ぐため、電話帳に番号を登録ず 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。また、登録をは電話番号1」スト 
の詳細表示をして、おかめてください。 

参ナンバー■ディスプレイをご利用のちで、電話帳 
に登録した巧手のちを名前で表示させるとを 
( B を 7-2 ページ）や着信鳴り分けをさせている 
とを （B を 7-20 〜 7-21 ぺージ）は、同じ巿内の 
ま号でち必ず市外局番から登録して < ださい。 

参電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
とさは、電話番号か、メールアドレスび名前とし 
て登録されます。 



>時報 

I 17 

》天劝ホ報 

177 

>ま号案内 

104 



ワイヤレスカラ—液晶の電話帳に登録する 
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ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


[電話帳) 

する 


にタッチ 


F 覧き司 にタッチ 
する 


f 見てからダイヤルー覧 


も 

の 

ij 

も 

8: 

も 

Pi -1 



回タッチ 


障颜 1 

苗 m - ル U u «> 5 


登録 | i — g 表示 1 登録おお 1 戻る M 叫 H - 


修正する巧すの 
方にタッチする 

♦表示されてし)なし)相手のちを選ぶときは 
g または H にタッチして選びます。 

睡登録4件磯 D 96件 


[I 羊細表示] にタッチ 

する 


佩報 
巧気予報 
》番号案内 
ホ田悟 


タッチで選択 、I 


1 回タッチ 


検索师規登11割陵^消去 i <\±\ j \ 


r 修正1 にタッチ 
ずる 


を前を入れ直す 

(蚊1 -5 日〜 

1 -7 □ぺージ） 


電話帳]件表示 
名前:池田悟 
読み:イケタ’サトシ 
ま制：日312345目78 
番号③:日 
E-Mail 


タッチで選択、 


靡 


回タッチ 


修正 J . 戻るい Jilrl 


く 名前 
池田悟 


変換 J 採用 JP 雜リ I 入力沒ろ：11り1づ- 


•修正したい部分にカーソルを移動させてで 
字を修正します。 （ Esn - 目4ページ） 

•名前を修正しないときは手順7に進んでく 
ださい。 


民力が にタッチ 
する 


r 読み J を入れ 
直す 

(豚]- 5 日〜 1-70 
ぺージ） 

参修正したい部分にカーソルを移動させて文 
字を修正します。-巨4ページ） 

• r 読别を修正しないときは手順9に進ん 
でください。 


1入力ぉづ にタッチ 

する 


10電話ま号 


(第1番号）を 
入れ直す 


く第 1 番号> 
N 0, =031234 5 6 7 8 


I I 入力括。: 


• CM ) にタッチずるたびに、表示されてい 
る最後の数字から順に消えまず。そのあと、 
入れ直しまず。 

•第1番号を修正しないとさは手順]1に進ん 
で < ださい。 

11〇司にタッチ 
する 


次ぺージへ一 




ワイヤレスカラー液晶の電話帳を修正する 


登録した電話帳のま号や名前を修正ずることびできます。 


操作のしかた 


^タッチペン 


I 取り外してち 0 K ! 


〇 


つ V ヤレ K - R ラ-液憂電話帳に登録する 


\ 

メモ 

pr 

リー 

ll 

ま層 




画 

4/16 

2:45 

0 押 
0 押 

画 

(水） 

PM 

巧 

の） 

问 

ッチ J 

‘1，1 

E 

ち 

义 

水ホ 

金 

± 


ら 

13 

20 

27 

画 

7 

14 

21 

28 

質 J 

1 

8 

15 

22 

29 

電圓 

2 3 

910 
1617 

11 

旧 

5 

12 

19 


f 

巨 

] 夕 

ヴ 

チ^ 

r 

罰録 

登窗 

唯能 

叫叫 
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ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


••つづせ 


12電話ま号（第2 
番号）を入れ直 
す 



I 入力おて 


•第2番号を修正しないときは手順13に進ん 
で < ださい。 


13 f 入力終了1 にタッチ 

する 


15 [入力終了] にタッチ 

する 


16 0にタッチする 



LLJ 



己りる j 


' 1回タッチ 



14 メールの 巧巧を 

入れ直す 


< メール アルス> 

1 keda@xx. yy, zzL 



参修正したい部分にカーソルを移動させて文 
字を修正します。 （BSn -己4ページ） 

■ 途中でやめるとまは 

| sm | にタッチします。 




ワイヤレスカラ—液晶の電話帳に登録する 
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ワイヤレスカラー液晶の電話帳に登録する 


メモリ-き信 


1回タッチ 


画 画 
か16 (水） 

2:45 PM 

0件り) 
0件ち) 

つ#巧 

夕が ) 


画質1電話帳 J 這簡厳 j 登録/括能い」り d 与 




居話帳] にタッチ 

する 


1- 覧表示] にタッチ 

する 


消去する巧手の 
方にタッチする 


お登録4件磯り 9 S 件） 

俯報 117 

》天気予患 1。 

>番号票內 ~ f [)4"-— 

池田■悟 


0312345678 


•み 


タッチ回タツチ肩 

検索歸腿巧 I な扭巧巧 I 去」[叫お '，I 


■ 透中でやめるとまは 

| eH にタッチします。 

■ ワイヤレスカラーお晶の電話帳をすべてミ肖去ずる 
とまは （ Kr 9-4 ぺージ） 


r 消去 1 にタッチ 
する 


mm 登録 4 件[残り 96 件 


mm rn 

>天気予報 177 

僅号案內 ~ Tu ~_ 

袖田 -巧 …心" 73 


タツ争 


1回タッチ、 


指 


お索げ規登缉|詳创表固 I ミ肖ミ 


もう一度、 。肖去 J 
にタッチする 


♦消去をやめるとさは 情る Iにタッチします。 

LJJ 


にタッチ 


する 


1回タッチ J 


巧^お知 S せ 

• ワイヤレスカラー液晶の電話帳の内容を消去する 
と見てからダイヤル [B を 2-28 ページ）の登録内 
容を自動的に消去されます。 


見てか S ダイヤルー覧 
レミ也田悟 を 


も 

V 


を 

を 


1 D 

々"壬で酒勒 

1回タッチ 


イク J V — W 、、 イ J J 心 ノレ II _1 

登録）一 g 表两芭録お断戻るいい |h 卜1 


ワイヤレスカラー液晶の電話帳を消去する 


登録した電話帳の内容を1件ずつ消ますることびでさます。 


操作のしかた 


タッチペン取り外しても OK ! 




ワイヤレスカラ—液晶の電話帳に登録する 
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電話帳に登録すると、簡単に相手のちを選ぶことがでをます。 

電話帳は、「読み」の頭文字をちとに数字（日〜目）^英字 （A 〜 Z) 


>已□音順に並べられています。 


操作のしかた 


^タッチペン置いたまま 


r 電話帳 I にタッチ 

する 


メモリ-受層 

April 


4/16味） 
2:45PM 

1许り） 
0件ち） 
_ Qf 牛巧 


1回タッチ： 


画質」 mm \ 這篇喝 J きを得旨 U 


h 覧 表示 ] にタッチ 

する 


見てからダイヤル-- 覧 
L 池田悟 も 
も ij 

3j _ を 

i // M 回タッチ 

タッチで選:£ 


電話をかける巧 
手の方にタッチ 
する 


kJjiWdiiJ 


•ディスプレイで相手のちを確かめます。 
•表示されていない相手のちを選ぶときは、 
と]またはド)にタツチして選びます。 


I 詳細表示 I にタッチ 

する 


g 話巧登録4件 

脚り36#) 

術報 

117 

>天気ず報 

I り 

借ち果巧 

154 

お田悟 

戸り5678 

タッチで撰お 、戶 

回タッチ 

検索 I 欄置録||翻表示 I ミ肖去いい M !， 


電話番号链1 
番号または第2 
番号）にタッチ 
する 


電話帳]件表示 

名前:池田 m - 

読み:イケタ’巧ク1回タッチ 


番号 ① 

番号③ 
E-Mai 


タッチで選択、 


日31追 

m 巧34日日り 
i keda @ xx , yy , zz . 


タッチで発信 
it を j 星を j . が山 


♦第1ま号に電話をかけるとさは、手順3のあ 
と、受話器を取ってかけることびでさます。 

■ 途中でやめるとまは 

ネ目手のちを還んでいるとをは0にタッチします。 
通話中は受話器を戻します。 


b 受話器を取る 

♦選んだ巧手のちへ自動的に電話をかけます。 

7巧手の方とお話 

しする 



通話び終わったら 

ま話巧を戻す 



■ ワイヤレスカラー液晶を取り外したげ態で、巧手 
の方を遇んで電話をかけるには 

手順日のあと、還んだま号にもラー度にタッチし 
ます。 

■ 受話器を取ったあと、電話帳で電話をかけるとさは 
(184け f 通が）や186 {ほ知）などをつけて 
電話をかけるとさ） 

①受話器を取る 

感 「184」や「18巨」をダイヤルする（親機び 
発信中のときは、③〜⑨の操作を行うことび 
できません。みし待ってから③〜⑨の操作を 
行ってください。） 


③ 犀 話帳 1 にタッチする 

(4)Fiil にタッチし、電話をかけたい巧手のち 
にタッチずる 

第1ま号に電話をかけるとさは、このあと選 
んだネ目手先にをラー度タッチしてかけること 
がでさまず。 

⑤ 置画司にタッチし、電話ま号（第1ま号また 
は第2ま号）にタッチする 

⑥ 選んだま号にをう一度タッチする 

⑦ 巧手のちとお話しする 

⑨通話び終わったら受話器を戻す 


ワイヤレスカラー液晶の電話帳で電話をかける® 

巧手の方を選んで電話をかける 


顆 PI 屋をかける 
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ワイヤレスカラー液晶の電話帳で電話をかける 


[電話帳) にタッチ 

する 


EUD にタッチ 
する 


見てからダイヤル ー賣 
レ池田悟 も 
も山田太郎 ij 
も鈴木四郎も 

も八田 雨… h ゴ 

5; ^1回タッチ 

タッチ 了:’ 腹 P '、 J J ) し化 I 口 — 

登録」一房表示」琴録解を!戻る J ;^ l 叫;マ J 


〔検索〕にタツチ 
する 


4ち前の r 読み J 

を人力する 

(廊] -56 〜 

1 -7 日ぺージ） 


g 話張登録6件膊 D W 件 



<相手名検索> 

スス‘キ. 


m 

[ 


iiife #： 


ホ,,一ん本ホ,*, .+。+ィ) ~^^^ !^ 

■jJlajB 


巧用 ip 嫌入 II 遺 了 JjiJ 回小 

• 「読み」の頭文字や途中までの文字でち探 
すことびでをまず。 

[入力終了 j にタッチ 

する 


■ 途中でやめるとまは 

巧手のちを選んでいるとをは0にタッチします。 
通話中は受話器を戻しまず。 


ワイヤレスカラーお晶を取りかした巧態で、巧手 
の方のち前で検索して電話をかけるには 

手順7のあと、選んだ番号にをラー度タッチしま 


す。通話び終わったら〔切1にタッチします。 


I詳細表をI にタッチ 

する 


7電話番号（第1 

ま号または第2 
ま号）にタッチ 
する 


ms 振登録 t 样战 D !(件1 

III 
m 

114 



お索 ） 品規登聲甜 I 表可 I 消去 


名前:巧 
読み:が 
番号① 
番号③ 

赏 回タッチ 

0しい L 。，リ U 1 U 

09012345678 

E-Mail 
タッチで違 

1 keda @ x )(. yy , zz . co .) 
m. タッチで発信 

修正）戻る いい卜|1， 


♦第1番号に電話をかけるとさは、手順5のあ 
と、受話器を取ってかけることもできまず。 

受話器を取る 


♦選んだ巧手のちに自動的に電話をかけます。 


巧手の方とお話 
しする 


10 通話び終わった5 

受話器を房す 



巧手の方の名前で検索して電話をかける 


名前の「読み」を入力して、相手の方を電話帳から還ぶことびでをまず。 

^タッチペン|〇1取り付けて操作 ^置いたまま 


操作のしかた 



ワイヤレスカラ—液晶の電話帳で電話をかける 
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子機の電話帳に登録する 


病 


[_ モ機の電話帳に登録する^ 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこと 
びでさます。 

1台につき最大10□人分のま号を登録できます。 



1^03 を}甲す 


細 

4 電話番号を入れる 

fir 

1 H 

1 [01(1 

( 最大 1 巨ケタ） 

し 


0111 

カナ 






ち前を入れる 
(最大 12 义き） 

(陪1 -71 〜 

1 -74 ぺージ） 


♦名前の入力を省略するとをは、機能ボタン 
を押して手順4に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前のと 
ころに電話番号び表示されます。 

(12 ケタまで） 


im を巧す 



•番号を入れまちびえたとをは内線/ク U アボ 
タンを押して番号を消したあと、もラー度、 
入れ直します。 

•内線/ク U アボタンを2秒しツ上巧すと、すべ 
ての番号びミ肖えます。 


(«) を巧!す 



>「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
示して登録を完了します。 


♦続けて登録するとをは手順1 
し行ってください。 


日をくり返 


■ 透中でやめるとまは 

^を巧します。 

■ モ機で登録した電話幅香号やち前をワイヤレスカ 
ラー液晶にも登録ずるときは{防 =2-27 ぺージ） 


ポーズについて 

回（再ダイヤル）ボタンを押ずと、約3砂間の待ち 
時間びでをます。続けて入力ずることちでさます。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から日発信ず 
るとをだけにして < ださい。 

それじ(外のとをにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびありまず。 
ディスプレイには_ (アンダーパ'-)で表示され 
ます。 


操作のしかた 



テ機の電話帳に登録する 



{3 QQ®o 

©©©©0} な 

の 00 
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子機の電話帳に登録する 


モ機の電話帳を修正する 


登録した電話帳のま号を修正することびでをます。 




を消灯 



電話番号を入れ 
直す 


をお知 S せ 

参テ機の電話帳にはあらかじめ、3人分の電話番号 
び登録されています。あらたに登録でさるのは 
97人分でず。100人分登録したぃときは、この 
内容を消してください。 


♦内線/クリアボタンを押すたびに、表示され 
ている最後の数字から順に消えまず。その 
あと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

♦内線/ク U アボタンを2秒し:!上押し続けると、 
表示されている数字をすべて消すことびで 
さます。 

■ 途中でやめるとまは 

S を押しまず。 


参まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録す 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。 

参ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳 
に登録した相手のちを名前で表示させるとを 
(防 7-2 ぺージ）や着信鳴り分けをさせている 
とき （i®=7-22 ぺージ）は、同じ市内のま号でを 
必ず市が局まから登録してください。 

•市外局番の前に「184」「18日」などの番号をき 
緑すると、ナンバー■ディスプレイご利用時の名 
前表示ページ）や着信鳴り分け ( B®=7 - 
22ページ）び働かなくなります。 

♦電話帳を登録するとさに、名前を入力しなかった 
ときは、電話番号び名前として登録されます。 

•テ機に登録した名前を修正することはできませ 
ん。 



喝 




_ 1 

の©が n 


运)田の 

ののの 

色)©© 

巧。 




>ジホウ 
>テンキヨホウ 
»バンゴウアンナイ 





操作のしかた 


子機 QI 屋帳に登録する 


7 7 4 
17 0 
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子機の電話帳に登録する 


3 (g) 巧2回巧す 

• 「ピー」と鳴り消まび完了します。 


モ機の電話帳を消去する^ 

登録した電話帳の内容を1件ずつ消去することびでさ 
ます。 


操作のしかた 


^消な 


>) または：平で 
巧手の方を選ぶ 



2 @を巧し、 
a ) または; V )で 
f ショウキョ j 
を選ぶ 

■ 途中でやめるとまは 

^ を巧します。 






モ機の電話帳に登録する 
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操作のしかた 


を消口 


:▲) または： ▼) で 
巧手の方を選ぶ 


♦相手のちを選んだあと、.'、を押すと電話 
ま号を表示してお認することびでをまず。 



巧^お知 S せ 

•親機でコピー中、プ U ント中のとさは、子機で電 
話をかけることはでさません。 


♦テ機を置いたまま電話をかけるとさはスピ 
一力ーホンボタンを押します。 

•通話ボタンび点灯します。 

参ダイヤルを始めます。 

■ 途中でやめるとまは 

S を押しまず。 


■ 17ケタは上の番号をダイヤルずるとをは 

電話帳には、電話番号を最大16ケタまでしか登録 
でさません。17ケタしソ上の電話番号のとをは、番 
号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

①手順！〜2または r 相手の方の名前の頭文字で 
検索して電話をかける」已ぺージ）の 
手順！〜4を行い、最初のま号をダイヤルする 

③’:卜' を押す 

③手順！〜2またはけ目手のちの名前の頭で字 
で検索して電話をかける」已ぺ一 
ジ）の手順！〜4を行い、次のダイヤルをす 
る 




し巧手の方を選んで電話をかける 

電話帳に登録すると、マルチフアンクシヨンキーの操 
作だけで巧手のちを選ぶことびできまず。 

電話帳は、次の順に自動的に並べ換えられまず。 

数字（日^9) ^英字 {い T ) ^50音順 



3子機の電話帳で電話をかける 




通話び終わったら 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないとさは、切ボタンを巧し 
ます。 



嘉 QI 屋 fl 屋をかける 



成 QQQ の 

の© の 00}^=^ 

心ののの固〇 ム 
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名刖の頭艾字を入力して、相手のちを選ぶこともできます。 

消灯 


操作のしかた 


を巧す 



巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで 
入力する 

(例） r イ」で探ず： 

@を2回巧す 


:▼) を巧す 




•入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

参該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとをは、最も近いなの名前を表示 
します。 


▲) または： ▼) で 
巧手の方を選ん 
だ友と、 

嗟对甲す 


•巧手の方のま号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 



巧手の方と 
お話しする 



通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 



■ 途中でやめるとまは 

(0 を巧します。 


子機の電話帳で電話をかける 


解 


巧手の方の名前の頭文字で検索して電話をかける 


f 變 li 顆 PI 屋をかける 
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巧送巧をタッチ 
して選ぶ 


例：全件転送の場合 

全件乾送 
レ子機1へ転送 
も子機2^転送 
子機 3 

も子機 4\\ u 回タッチ 




タッチで選択、タッチでま定 

戻る」 iiJiHi- 


/ 選んだ面を巧にち 5 -度タッチする 

♦データび転送されます。ただし、17ケタしソ 
上の番号で登録しているデータや、メール 
アドレスのみ登録しているデータは転送で 
さません。 

■ 途中でやめるときは 

P を押します。 

■ 1つ前に房るときは 

にタッチします。 

■ r おをでまないデータびち日まず操作を続けまず 
か？[ミ夫定]で面おしまず J と表示されたとまは 

この表示はワイヤレスカラー液晶に17ケタし U 上の 
ま号で登録しているとさや、メールアドレスのみ 
登録しているときに表示されます。 

( g ) を押すと、その相手のち！;!外のデータを転送 
しよ9 〇 

また、上記のデータを]件だけテ機に転送しよう 
とすると、「転送できません」と表示されます。 
このときはデータを転送できません。 


巧 ^ お知 S せ 

参同じ名前、同じ電話ま号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でも修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

参ワイヤレスカラー液晶の電話帳を転送しても、子機 
に登録されていた電話帳の内容は上書さされませ 
ん。件数を超えたときは、 r 件数び一杯です」と表 
示されます。不要な電話帳を消ましてください。 
•転送を行ってを、登録されていた電話帳の内容は 
消えません。 


2 曰または曰に夕 
ツチして「電話 
帳 J を選ぶ 


登録/機能 
3^音関連設定 
もメモ録音-通話録音 
I ；コピー設定 

6ノ画面設定 f - \ 

7；電話帳 タッチ1 

タッチで選択、タッチ tTTTTC — 


ををパ化▼」 


r 電話帳 J に 
も 5 —度タッチ 
する 

r モ磯面勘に 
2 回タッチする 


を子機転を 


電話帳 


、2回タッチ 


タッチで選択、タッチで巧定 

戻をい」り 


すべて拓をするとをは 

5 r ミ件ぉ掛に 

タッチする 

子機転送 

1.1 全ち転送 

2川嘴起な- 

A 1回タッチ 


タッチで選択、タッチで決定 

戻るいい h | i ，. 


1 件ずつ転送するときは 


①。件毎拓送 J 
に 2 回タッチ 
する 

屋)拓ちしたい巧 
手の方をタッ 
チして選ぶ 
③選んだ巧手の 
方にち 5 —度 
タッチする 


子機転送 
レ全件転送 
も1俾転送 


^2回タッチ 


タッチで選史 


タツチで巧足 

I 戻る 」 iWdiTl 


IS 振登録 4 件磯 D S 6 件 
117 

m 

104 


タッチ回タツ; 


’ J がが 




ワイヤレスカラー液晶とテ機の巧で電話帳を転送する 


ワイヤレスカラー液晶で登録した電話帳をモ機に、テ機で登録した電話帳をワイヤレスカラー液晶に転送す 
ることびでさます。ワイヤレスカラー液晶からテ機へ転送すると、登録されている「読み」と第1ま号び追 
加されます。また、子機からワイヤレスカラー液晶へ転送すると、登録されている「名前」と「読み」と第 
1番号び追加されます。 

I ワイヤレスカラー液晶の電話帳をモ機にお送する 


操作のしかた 


^タッチペン取りがけて操作 



チ 

ジ 

夕 

U 

副 

«る 

度す 

1- 


つ V ヤレ K - R ラ-液晶と子變間で電麗を麵する 
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を巧し、 

みまたは; y ) で 
r デンワチヨウ 
テンソウ J ち 
選ぶ 



©を巧す 



>通話ボタンび点滅します。 

>「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約30秒 
間表示されます。 

(切ボタンを押ずと消えます。） 


t モ機の電話帳を1件ずつワイヤレスカラー液晶に転送する 

ワイヤレスカラー液晶を親機から取り外していると転送できません。必ずワイヤレスカラー液晶を取り付け 
て操作してください。 


操作のしかた 


消灯 |〇1取り付けて操作 



(▲:または中で 
r デンワチョウテ 
ンソウ J を選んだ 
あと、@を巧す 



■ 途中でやめるとまは 

@ を巧します。 


♦通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約3□砂 
間表示されます。 

(切ボタンを押ずと消えます。） 


巧"お知 S せ 

• 転送するとをはでをるだけ、まわりに他の子機や電気製品などびない場所で行ってください。電波障害 
などで転送できないことびあります。 

♦転送中は、テ機に衝撃を与えないよラにしてください。転送でさないことびあります。 

♦転送する件数と登録でをる件数をお認してワイヤレスカラー液晶やテ機の電話帳び100件を超えないよ 
うにしてください。100件を超えた電話帳の内容は転送されません。 

•お買いあげ時にあらかじめ登録されている電話番号（天気予報、時報、ま号案内）を転送することはで 
さません。 

♦同じ名前、同じ電話ま号で登録している電話帳の内容は転送されません。 

ただし、1か所でを修正した電話帳の内容は別のデータとして扱われて転送されます。 

• テ機の電話帳を転送してち、ワイヤレスカラー液晶に登録されていた電話帳の内容は上書さされません。 
• 転送を行ってを、登録されていた電話帳の内容は消えません。 


ワイヤレスカラー液晶とモ機の巧で電話帳を面送する 


解 


( モ機の電話帳をすべてワイヤレスカラー液晶に転送する 


操作のしかた 


を消口 


重參變 SIPi 帳を麵する 
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見てからダイヤルー覽 



信 

-真表を登録解喷戻る w 与 1^1- 


1 (電話帳) にタッチ 
する 


♦見てからダィヤルび1件も登録されていな 
いときは「[登録]で登録します」と表示され 
ます。 

♦ずでに電話番号び登録されている見てから 
ダイヤルには、相手のちの名前び表示され 
ています。 


ま号を登録した 
い登録巧にタツ 
チして選ぶ 


I 見てからダイヤルー覧 

I 日 J 


お 


1回タッチ 


タッチで選択、タッチで発信 
登録」一旨表两写窗解啞戻るご 


「登録 ] にタッチ 

する 


•番号を登録できるのは]日件まででず。 

1日件登録されている状態で新たに登録する 
場合は、不要な見てからダイヤルの登録を 
解除してから （0^2-29 ページ）、登録し 
て < ださい。 


4登録したい巧手 
の方をタッチし 
て選ぶ 


参親機の電話帳 U ストから登録したい巧手の 
ちを還びます。 

♦表示されていない巧手のちを選ぶとさは 
hi または0にタッチして選びます。 

5選んだ巧手の方に 
ら5—度タッチす 
る 

♦見てからダイヤルに登録されます。 

参見てからダイヤルに登録できるのは第1番 
号のみです。 

•見てからダイヤルでは電話帳に登録されて 
いる名前の先頭の全角5艾字（半角1日艾 
字）のみ表71^されます。 

6おねる にタツチする 



>時報 117 

历気モ巧 川 

》番号案の 1 04. 

0312345578 


ホ西皆_ 

タツみ1回 


回タッチ 


信 


TI る」ィ」こ！ 




見てか S ダイヤルを利用する 


見てか5ダイヤルに番号を登録する 


よく利用する電話ま号を登録しておくと、簡単な操作で電話をかけたりファクスを送ることびできます。 
(見てからダイヤル） 

見てからダイヤルは10件まで登録できます。 

見てからダイヤルに登録するには、あらかじめワイヤレスカラー液晶の電話帳にま号を登録しておく必要び 


あります。 （ B を 2- 13〜 2-1 已ぺージ） 



操作のしかた 


^タッチペン 〇取り外してち OK ! 




見てからダイヤルを利巧する 
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見てか 6 ダイヤルを利用する 


■ 途中でやめるときは 

| J 5 m ] にタッチします。 

■ -つ前に戻るときは 

f 戻る1 にタッチします。 

■ 見てか6ダイヤルに登録した内容を修正ずるとをは 

ちとの電話帳の登録内容を修正してください。 
(防 2-1 巨〜 2- 17ぺージ） 

■ 見てか6ダイヤルの登録を解なずるとまは 

「見てからダイヤルにま号を登録する」の手順2 
で、解除したい登録先をタッチして還び、 恒録瞄 向 
に2回タッチします。 

また、登録されている項目を電話帳から消去する 
と、見てからダイヤルの登録は解除されます。 


をお知 S せ 

参見てからダイヤルを登録する画面から登録内容を 
修正することはでをません。 

参ワイヤレスカラー液晶の電話帳の内容を修正また 
は消去すると、見てからダイヤルの登録内容も自 
動的に更巧されまず。 

♦見てからダイヤルの一覧画面では、巧手先の名前 
は全角5文字（半角10文字）までしか表示され 
ません。 

• 電話帳に1件をま号び登録されていないとき見て 
からダイヤルに登録しようとすると、「電話帳に 
登録びありません」と表おされます。電話帳にま 
号を登録してから、再度手順！〜日を行ってくだ 
さい。 



65ダルを利用する 
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見てか 6 ダイヤルを利用する 


L 


見てか6ダイヤルで電話をかける 


操作のしかた 


クタツチペン ^取りがしても 0K! 


1ま話巧を取る 

ワイヤレスカラー液 
晶を取0がしている 
とさは 

貪 話モ- ド] にタッチ 

する 



電話をかける巧 
手の方にタッチ 
して選ぶ 


見てからダイヤルー覧 
1) 池田悟 6^ 

浦サオリむ 

も - 

4式 み1回タッチ 

タッチで選択、~ 

登録」一是表示 I 登録解 U 戻る」. <1 • y -' 


参ダイヤルボタン 
とちでをます。 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 


(1 〜日）を押して還ぶこ 


4選んだ巧手の方に 
ら5—度タッチす 
る 

♦巧手のちの名前び表示され、ダイヤルを始 
めます。 


巧手の方とお話し 
する 


>ワイヤレスカラー液晶を取りがしたとをは 
スピーカー ホン通話になります。 


通話び終わったら 

受話器を戻す 

ワイヤレス カラー 
液晶を取りがしてい 
るとさは 

し 固」にタッチ 
する 




巧^お知 S せ 

•ま号び登録されていない項目にタッチすると、 
「登録されていません」と表示されます。 

参見てからダイヤルで電話をかけるとさは、読上げ 
ボイスダイヤル機能は働さません。 



見てからダイヤルを利巧する 


2-30 




























( A ) または: y ) 
で登録したい巧 
手の方を電話帳 
か5選ぶ 


ホットライン 

夕仆ル 


G を巧す 


• 「ピー」と鳴り、選んだ相手のちの電話ま 
号を登録しまず。 



し 


ホツトラインダイヤルで電話をかける 


<1^消なモ機で操作 



操作のしかた 


巧ツトフイン 
仆ル 

0を巧す 


♦スピーカーホン通話で電話をかけます。 

•通話ボタンび点巧し、ディスプレイのが 
マークび表示されて、自動的にダイヤルを 
始めます。 

■ 途中でやめるときは 

S を巧します。 

■ホットラインダイヤルの登録をミ肖ずとまは 

り’1 を2秒に(上押します。 

( 「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤル 
の登録は自動的に解除されます。） 



巧^お知 S せ 

♦通話ボタンを押したあと、ホットラインダイヤ 
ルボタンを巧しても、電話をかけることびでき 
まず。 


ホットラインダイヤルを利用する 


解 


テ機ではよく電話をかける相手のちをホットラインダイヤル （1 件）に登録しておくと、簡単な操作で電話をか 
けることびできまず。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録するにはあらかじめ子機の電話帳に登録しておく必要びあります。 （B ぞ 2-21 
ぺージ） 

I ホットラインダイヤルに番号を登録する 


操作のしかた 


消な C# 子機で操作 




ホットラインダイヤルを利用する 
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相手のちびお話し中などで、をラー度電話をかけ直す 
とさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直ずことびでさます。 

親機では、最をにかけた電話ま号び1件記憶されてい 
ます。 



操作のしかた 


^取り外しても 0 K ! 


電話をかけ直す（巧ダイヤル) 

[ 親機で電話をかけ直す 







<§> 

〇 

〇 

〇 


□ 

□ 

□ 

□ 






受話器を取る 



通話び終わったら 

受話器を房す 



C ツーといラ音び聞こ 
えたら 

g る Wk を巧す 

♦親機で再ダイヤルでさる番号は32ケタま 
でです。 

参まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
ラ音をおかめたあと、再ダイヤルボタンを 
押して < ださい。 

参最後にかけた巧手のちに電話をかけまず。 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 


■ 規なの再ダイヤルの記憶をミ肖モずるときは 

受話器を置いたまま操作します。 

①を巧す 
③ h ろ®を押す 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去され 
ます。 


をお知6せ 

•呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直して<ださい。 

• 再ダイヤルの番号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたま号を子機で再ダイヤル 
することや、テ機でかけたま号を親機や他の子機 
で再ダイヤルずることはでをません。 

参ワイヤレスカラー液晶の操作では再ダイヤルはで 
をません。 




回のの田 
回回のの 
因のの因 

己 
己 

。。己 


電話をかけ直す(再ダイヤル) 
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電話をかけ直す【再ダイヤル) 


[_ モ機で電話をかけ直す^ 

相手の方びお話し中などで、もう一度電話をかけ直ず 
とさは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直すことびでさまず。 

子機では、最大3件記憶されています。 


操作のしかた 


^子機で操作 



テ機を充電器か5取って 

[を巧す 


如; 


♦最後にかけた相手の方び表示されます。 



▲) またはザで 
選び、を)を巧す 




参子機で再ダイヤルできる番号は最大24ケタ 
までです。 

♦テ機を置いたまま電話をかけ直すとさはス 
ピーカーホンボタンを押します。 

■ 途中でやめるとまは 

@ を巧します。 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をすべてミ肖去ずるとをは 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① (S) を押し、；'、▲';または,'、▼，'，で「サイダイヤ 
ルク U ア」を還ぶ 

② @を巧ず 

③ もう一度、0を押す （ 「ピー」と鳴ったあ 
と、すべての再ダイヤルの記憶を消去しま 
ず。） 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 

On 9 〇 



資^お知 S せ 

♦呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
すと、なに再ダイヤルしたとさ、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとをは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルのま号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたま号を子機で再ダイヤル 
することや、子機でかけたま号を親機や他のモ機 
で再ダイヤルすることはできません。 

• 子機の再ダイヤルの記録を、1件ずつ消去するこ 
とはでをません。 

♦親機でコピー中、プリント中のときは、モ機で電 
話をかけることはでさません。 



P 


( ^ 


H 

iL 

轉 

一 1 

の®© 
のを)む 
ののの 
运)の皮) 

Q が 

P 


電話をかけ直す(再タイヤル 
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視機と子機の聞でお話しする（内線通話) 


親機から子機を 
巧び出してお話しする 


親機から子機を呼び出して、お話しします。 





<§> 


□ 

□ 

〇 

〇 


□ 

〇 


□ 


己〇 a 


の岛 LU : I 
回回回 ' 
回面面 I 

© © ©J ； 


0 


I m/m 
⑩ 


ダイヤルボタン 


操作のしかた 


取りがしてを 0K 



f 親機 

受話器を取って 
ぷ胃を巧し、モ 
傑の内線ま号を 
巧す 

(例）子機1のとを 

♦子機の内線番号は子機のディスプレイに表 
71\しているま号です。 


C # モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を roFF」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点なします。 



3 廬 /* 腸(#モ機 

お話しする 


通話び終わったら 

f 親機 

受話器を房す 

C # モ機 

巧電器に房す 

♦充電器に戻さないとさは切ボタンを巧しま 
す。 



■ 規機とモ機の間で通話中にかか S 電話がかかって 
さた6 

親機と子機それぞれに呼出音び聞こえます。 

親機で話すには 

① 受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

② 受話器を取る（かの相手のちと通話でをます。） 

子機で話すには 

① S を押ず（内線通話び切れます。） 

② テ機の呼出音び鳴り始めたら、を押す 

(外の巧手のちと通話でをまず。） 


巧^お知6せ 

参内線通話では、保留はできません。 

参内線通話中に、テ機び親機に近づきすざると、 
「ピー」といラ音び出ることびあります。 
•ワイヤレスカラー液晶では、内線通話はでさませ 
ん。 




親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 
























































視機と子機の間でお話しする【内線通話） 


モ機から親機を 
巧び出してお話しする 


子機から親機を呼び出してお話しします。 



I 子機 


1# 

子機を充電器から取 
つて 

巧綜/クリア 

赁)を巧し、 
r ナイセン ： J 
と表示された5 
親傑の内線ま号 
(唾))を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 


’親機或 

お話しする 


子機 


sSj 


親機 


呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 




通話び終わったら 

f 親機 

受話器を房す 

S 子傲 

巧電器に房す 

♦充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


巧"お知 S せ 

♦テ機のスピーカーホンでの内線通話はできませ 
ん。 



操作のしかた 



親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 
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巧線/保留 
0 



〇取りがしてち日 K 


□ □日 




電話をとりつぐ（とりつを転送) 


し親機か6モ機へ電話をとりつぐ 

親機で受けた電話をモ機へとりつぐとをの操作です。 


<§> 



f 親機 
通話中に 

® ぶ®を巧し、 

子機の内線ま号 
を巧す 


巧思/保留 

の 


の 

(例）モ機1のとき 


轉親構 

電話をとりつぐこと 
を伝えて 

受話器を房す 



♦ネ目手のちには、保留メ□ディーび流れます。 
•テ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示している番号です。 

•テ機を増設しているとをは、続けて他のテ 
機の内線番号を巧して呼び出すことびでを 
まず。（内線シフトコール） 


>モ機 


♦受話器を置くと、子機でがの巧手の方とお 
話しでさます。 


# 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か6取る 


♦通話ボタンび点なしまず。 

♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「OFF」 にしているとさは通話ボタン 
を押しまず。 



■ 巧び出して6モ機げ出ないとまは 

次の（操作ち法1 ) または（操作ち法2 ) の操作 
をします。 

(操作ち法1 ) 

①。怒留娜す 

(呼び出しをやめて、イ呆留になります。） 

③ちう 一度 ぶ S を 押す 

け目手の方との通話に戻りまず。） 

(操作ち法 2) 

① 受話器を戻す 

② 再度、受話器を取る 

片目手のちとの通話に戻ります。） 


巧^お知 S せ 

•ワイヤレスカラー液晶では、 
つざ転送はでさません。 


親機や子機とのとり 


ダイヤルボタン 


操作のしかた 


〇ミ 
0 0 0 0 

因虹四励 
包回のの 
0回の应 


A 


電話をとりつぐ(とりつぎ転送) 
















































電話をとりつぐ【とりつぎ面送) 


3 c # モ機 

電話をと日ごぐこ 
とを伝えて巧電器 
に房す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 

参このあと、親機でがの巧手の方とお話しで 
さます。 



機か6親機へ電話をとりつぐ 

外の相手のちからかかってさた電話を子機から親機に 
とりつぐとさの操作です。 


1 (# モ機 

通話中に 

©ァを巧し、 

r ナイセン ： J 
と表示をれた S 
規傑の内線番号 
(咳)）を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 

f 親機 

呼出音び鳴ったら 

受話器を取る 

♦子機とお話しでさます。 



■ 巧び出してち親おび出ないとさは 

を押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。 

巧な/クリア 

②もう一度を巧す 

(相手のちとの通話に戻ります。） 



操作のしかた 



電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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^ 電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり拓送) 


かかってきた電話を自分ひとりで親機からワイヤレスカラー液晶またはモ機、子機から親機またはワイヤレ 
スカラー液晶にとりつぐことびできます。 

また、 UX - WB 10 CW をご利用時または、 UX - WB 10 CL でモ機を増設（防已 -21 ぺージ）されたときは、子 
機から他のモ機へとりつぐこともでさます。 

1 親機か6子機へとりつぐ 



電 

話 

を 

自 

分 

ひ 

と 

0 

で 

と 

D 




ぐ 

巧 

と 

り 

転 


送 


操作のしかた 


1盧/親機 

通話中に 

巧叛パ呆留^^ I 

© 巧押レ、 

受話器を房す 


取り外してを 0 K ! 


保留中 


画質] 

卡 HH 



•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 


♦通話ボタンび点灯して巧手のちとお話しで 
さます。 


機か6ワイヤレスカラー液晶へとりつぐ（親機か6取りかしているとき) 


操作のしかた 


1 顧親機 

通話中に 


内線/巧留^^ I 

© 巧押レ、 


受話器を房す 


ワイヤレスカラー液晶 

情話トト；] にタッチ 


する 



3 ワイヤレスカラー液晶 

ダイヤルして<ださい 

〇 0 〇 拜 

- 〇 〇 〇 巧 

(通話1 にタッチ 

する 

を1 回タッチ E @ 

通話 1 電話帳1眉信記録1取消いい HH 

♦巧手のちとお話しでをます。 
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電話を自分ひとりでとりつぐ【ひとり面送) 


1 C # モ機 

テ機で通話中に 

@を巧し、 
巧電器に房す 


参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


'親機 

保留音び鳴ったら 

受話器を取る 


♦相手のちとお話しできます。 



子機か6ワイヤレスカラー液晶へとりつぐ（規機か6巧りかしているとを） 


操作のしかた 


1(#モ機 

テ^で通話中に 

© を巧し、 

巧電器に房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 

P 9イサレスカラ-液晶 


悟話卜り にタッチ 
する 


メモリ-雖 

April 


13141516171819 


す回 

歸卜已電話帳」 


回タッチ 


画 了,|| 
2 。 7 林） 
2 ： 45PM 
Iw け 
〇胖巧 
Ott 巧 

ミミ S ロンタツチ） 


着簡録」登録/捂能い I が 


圖 


ワイヤレスカラーお晶 


「通話1 にタッチ 
する 


外線通話 



通話」季話帳 j 着信記缉取消]い！], 


♦相手のちとお話しできます。 


も勘 


( モ機か S 親機へとりつぐ 


操作のしかた 


I 屋を曼 a と〇でと§ぐ ( a とり麵) 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり拓送) 


操作のしかた 


1 りイサレス カラ-液晶 

ワイヤレスカラーミ夜 
晶で通話中に 

# にタッチする 

着信通話 

〇 Q 〇 

.-i (] i 回タツチ^ 

U U U —^ 

トン a 〇 〇 W 

—切- 1 電話崎眉信 i 厳 jFAX 鹏いい |H，| 

• (©び点滅します。 


〇 ワイヤレスカラ-ミ疫晶 

保留 中 

〇 Q 〇开 

〇 〇 〇巧 

[切 ） にタッチ 

する 

於回タッチ ] J ^ 


切 1 電話帳 1 創請厳 j FAX 鹏内 ►円；： 


I 親機 

保留音び鳴ったら 

受話器を取る 


♦相手のちとお話しできまず。 



イヤレスカラー液晶か6子機へとりつぐ（規機か6取りかしているとを） 


操作のしかた 


1 りイサ レス カラ-液晶 

ワイヤレスカラー液 
晶で通話中に 

にタッチする 

着信通話 

Q Q Q 

- (^1 回タツチ^ 

トン Q 〇 iiW 

切 J 電話帳}着信記録 j WX 鹏问ド问;1 

• If ; び点滅します。 


0 ワイヤレスカラ—液晶 

保留* 〇 Q Q 禁兰 

〔切 ） にタッチ 

- 〇 〇 Q 与 

する 

八回タッチ];,: を 


一切 —1 電話崎雇信記録 i FAX 鹏内►円； 



子機からモ機へとりつぐ 


操作のしかた 


1 (# 


子機 


子機で通話中に 

を巧し、 

巧電器に房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを巧しま 
ず。 


為 他のモ機 

巧電器か5取つ 

てを J 甲す 



♦通話ボタンび点なして巧手のちとお話しで 
をます。 


I ワイヤレスカラー液晶か6規機へとりつぐ（規機か6巧りかしているとを) 





電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 
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) 子機 


1# 

モおを巧電器か 
5取って 。 gr 


を巧す 


!(# ，機 

呼び出したい子 
機の内線番号を 
巧す 

•通話ボタンび点滅します。 


♦呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ .■ . • 」と鳴ります。 


呼び出されたモ機 

呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているとさは通話ボタン 
を押しまず。 

♦通話ボタンび点なします。 




C # モ機 

呼び出したモ機の 
方び電話に出た 
5、メッセージを 
伝える（約10が 
な巧） 

♦呼び出したテ機のちとお話しはできず、声 
ち I 耳」こ元ません。 



6 c # モ機 

六ツセージが終わつ 
たら 

逸)を巧す 

参この操作をしなくてを約10秒掛こは自動 
的に電話は切れまず。 


巧^お知 S せ 


I 子機からワイヤレスカラー液晶へのひと声通巧は 
できません。テ機から親機へは、内線通話になり 
まず。 


子機か巧機へメッセ-ジを伝える（子機巧ひと声通知) 


解 


ひと声通知をする 


UX - W 目1日 CW をお使いのときや、 UX - WB 1 日 CL に子機を増設してお使いのときは、テ機から子機へ><ッ 
セージを伝えることがでをます。（一方的にメッセージを伝えるだけです。お話しはでさません。） 


操作のしかた 


テ機で操作 


3©の©0: 
の©©の 
3の 00 Q 


f f ^ 5醫ひと声通知) 
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2 或モ機 

呼び出したい子 
おの内線ま号を 
巧す 

•外線通話中の相手のちには保留メ□ディー 
び流れます。 

♦呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ • . ■. 」と鳴ります。 

♦通話ボタンび点滅します。 

呼び出されたモ機 
呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 

参通話ボタンび点なします。 


■ 呼び出しているモ機が出ないとまは 

( S ) を押すと、呼び出しをやめて保留になりま 
す。このあと^またはを押すと外の巧手 
のちとの通話に戻ります。 




国 


モ機 

モ機で外線通話中に 

内お/クリア を巧す 
倍留） 


(#モ機 

呼び出したモ機の 
方び電話に出た 
5、メッセージを 
伝える（約10抄 
な巧） 

♦呼び出したテ機の方とお話しはでさず、声 
も聞こえません。 

ノ^呼び出されたモ機 

メッセージび聞 
こるる 



Be# モ機 

><ツセージを話し終わつ 
たら 

モ機を巧電器に 
房す 

参充電器に戻さないとさは切ボタンを巧します。 

♦この操作をしなくてを約10秒後には自動的 
に転送されます。 


I呼び出されたモ機 


I# 

をを巧す 
または 
。資アを巧す 

♦外の巧手のちと通話でをます。 


^子機からモ機へ電話を乾送ずる（ひと声拓送) 


ひと声起送をする 


UX - WB 10 CW をお使いのときれ UX - WB 10 CU こモ機を増設してお使いのときは、子機にかかつてきた電 
話をひと声だけメッセージを伝えて他の子機へ転送することびできます。（一ち的にメッセージを伝えるだ 
けです。お話しはでをません。） 


操作のしかた 


テ機からテ機へ電話を転送するひと声転送 


5 Q ©® 只 

分© Q の Q }。 
3の Q 
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第 3 章コピー/ファクス 


\ 


ぺージ 

コピ ー/ ファクスをずる前に 

使用できる原稿 . 3-2 

原稿をセツトする . 3-3 

原稿を取り出す（原稿排出） . 3-3 

コピー/ファクスするとさの画質•濃度を選ぶ •• 3-4 

コピーずる 

コピーの禁止について . 3-6 

等倍で コピーす る . 3-6 

拡大/縮ル/複数枚コピーする . 3-7 

ファクスを送る 

親機でお話ししてからファクスを送る . 3-8 

親機でお話ししないでファクスを送る . 3-10 

海がへファクスを送る .3-1 1 

電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 

ワイヤレスカラー液晶の電話帳でファクスを送る •• 3-12 

親機の再ダイヤルでファクスを送る . 3-13 

ワイヤレスカラー液晶の電話帳から名前で 

検索してファクスを送る . 3-14 

見てか6ダイヤルでファクスを送る .3-1 百 

モ機の操作でファクスを送る 

テ機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）で 

ファクスを送る . 3-16 

テ機の電話帳から名前の頭文字で検索して 
ファクスを送る . 3-17 


\ 


ぺージ 

ファクスの受けかた 

在宅モード . 3-18 

留守モード . 3-19 

ファクスを受信したとさのプ U ントのしかた••- 3-19 

電話に出てか6ファクスを受ける 

親機で電話に出てからファクスを受ける••- 3-20 
ワイヤレスカラー液晶で電話に出てから 
ファクスを受ける（親機から取りがしているとさ） ••3-2] 
テ機で電話に出てからファクスを受ける••- 3-22 

電話に出ないで自動的にファクスを受ける 

親機で自動的にファクスを受ける . 3-23 

ファクスを自動的に受けるとさの、呼出音の 

回数を変える . 3-24 

メモリー受信したファクスをワイヤレスカラー液晶で見る 
(見てか S プリント機能） 

見てからプ U ント機能とは . 3-2 曰 

受信したファクスをワイヤレスカラー液晶に表示する ••3-27 
表示したファクスの見かた . 3-28 

メモリー受信したファクスをプリントする ••••3-30 
メモリー受信したファクスを消去ずる .3-31 


巧 



n ピ—フアクス 


n ピ 1/ フ 












































11 ツトできる原稿のサイズ 

幅] 48mm 〜21 0mm 


長さ] 28mm 〜已日日 mm 


■ 原稿を読み取れる節囲 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲が 
決まっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ご注意< ださい。 

• 最大読み取り幅2日日 mm 
•最大読み取り長送信原稿長 

(1 28〜已日日 mm) から上下とも2〜目 mm を引 
いた長さ 
2 


2~6mmT ； 慶 


205mm 


図 


I I I：厚さ 0.0 日 mm 〜 0'] 8mm 

• コピーするときは記録紙び A4 サイズなので 
A4 サイズの原稿 （2 1 0mm X 297mm) ま 
でしかプ U ントでさません。 

ただし、 A4 サイズの長さを超える原稿を A4 
サイズに分割してコピーすることびできま 
す。（分割コピー防 9-8 ページ） 

<厚さの目安> 

新聞紙の厚さは約 0.0 已〜 0.0 日 mm です。 

上質紙の厚さは約 0. 1 0mm です。 

官製はびさの厚さは約 0.23mm です。 

この取扱説明書の表紙の紙厚は約 0. 1 4mm です。 
この取扱説明書の本文の紙厚は約0.09 mm です。 


■ -度に2巧な上セツトできない原稿 

♦ 長さ 297mrn を超スる原稿 
♦厚さ 0.12mm (90kg 用紙……四六判 (788 
XI09 1mm) の巧紙1000枚の重量）を超 
える原稿 

• 厚さや大ささの異なる原稿 

■ そのままではセツトでまない原稿 

なのよラな原稿は複写機でコピーをとってから 
セツトしてください。 

• サイズび規定よりルさすざるもの 
(例：写真など） 

• フイルムがのをの 

• 紙の厚さび薄すざるちの 

♦しわ、破れ、巧り目やソ U のあるをの 

♦裏カーボン紙、感熱紙など 

• コーテイングされているちの 

※市販のキヤ1」アシートは使用でをません。 


赁"お知 S せ 

参ク U ップやホッチキスの針は、必ず取りかしてください。故障の原因になります。 

参糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾かしてください。原稿送り□-ラや読み取り部（ガラス） 
のミちれの原因になります。（巧れたときは i®=8-4. 8-己ページ） 


コピ ー/ ファクスをする前に 

1 巧用でをる原稿 


n ピ 1/ フ 


n ピ—フアクス 


n ピ —/ フアクスをする前に 
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コピ ー/ ファクスをする前に 


原稿ガイドを原 
稿の幅に合わせ 
る 



■ 11巧 1 U 上の原稿がおるとを 

10枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス 
中に原稿び送り出されて減った枚数分を、セット 
されている原稿の一番上に追加してください。 

し原稿を取り出す（原稿排出） 


取り付けて操作 


記録紙をセットしているときは記録紙を取り出し 
てから操作しまず。 



>原稿び]枚だけのとをは、そのまま手順2 
へ進みまず。 



曰または曰 
にタツチして 
r 原稿が出 J を 
選ぶ 


r 原稿お地 J に 
ち5—度タッチ 
する 

参原稿び自動的に排出されます。 

参原稿び排出されないときは （ I ® ぶ-7ページ） 


をお知 S せ 

♦原稿は無理に引き出さないでください。無理に引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさます。 
上記の「原稿を取り出ず（原稿排出）」の操作をする、または「原稿びつまったとさは」 （ b ®=8-7 ペー 
ジ）を参照して取り出してください。 


メモ U — 受信 

April 


1回タッチ 


画質 j 電話帳 j 着信記録 


ろ電話帳 

も L 設定 

も詳細設定 

CI 原稿排出 
タッチで選択、タッチ i 

2 ごチ^ 

房るい J 


2原稿はクフ向 
をに！ 

コピーや送信す 
る面を下にして 
セツトする （ 一 
風こ10巧まで） 


参原稿び自動的にみし引さ込み始めて「ピッ」 
と鳴った日、手を離してください。 



「原稿をセットしました」と表示されます。 


a 


原稿をセツトする 


コピーや送信する面をウラ向さにして、原稿挿入□に入れてください。（一度に] 0枚まで） 


操作のしかた 


操作のしかた 



n ピ 1/ フアクスをする前に 


册™け巧0^ 

615かかか 
か已〇 〇 〇 


▼一 


を制 

马 I 


3-3 



























































































r 画質 I をタッチ 
するたびに 
画質-濃度び 
切日替わる 


メモリ-受居普通ぞ 晒画 

Ar » rU <^ 4/16( 水) 

- 2:4已 PM 

? 5 0巧け 

\1 g 0巧域 

25 26 〇样 rC) 

：K ロンタッチI 


I 體ねる 


27 28 2? 30 


画質」電話愼 」 ii 

^タッチ 




参1回タッチすると「普通字」を表示しま 
す。画質-濃度を表示中にをう1回タッチ 
すると切り替わりまず。 

♦選ぶことびできる画質-濃度は3-已ページ 
をご覧ください。 

参画質を選ばなかった場合、コピーのときは 
「ルさな字」、ファクス送信のときは「普 
通字」に設定されます。 


■ 還んだ画質を巧日ミ肖ずとまは 

Q にタッチします。 


a 


コピ ー/ ファクスをする前に 


コピ ー/ フアクスするとをの 
画質-濃度を選ぶ 


原稿の文字の大ささや濃さ、写真など、種類に合わせ 
て、画質や濃さを選ぶことびでをまず。 

(ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けていない 
と、画質-濃度を選ぶことはでをません。） 


操作のしかた 


取り付けて操作 




n ピ 1/ フアクスをする前に 


3-4 
























コピ ー /フアクスをする前に 


■遇べる画質.濃度について 


惜通字」 


「ルさな字」 


厂精細 J 


「写真」 


r 普通字濃く」 


「ルさな字濃<」 


「精細濃く」 


「写真濃く」 


>「普通字」「普通字濃<」 

文字び大きくはっきり見えるときに選 
びます。 

>「ルさな字」「ルさな字濃<」 
文字びルさな字のとさに選びます。 

( 「普通字」の2倍の密度で読み取ります。） 
画像びルさくなる（縮ルされる）こと 
はありません。 

>「精細「精細濃く」 

細い線を使った図面や、更にルさな 
字のとさに選びます。 

( 「普通字」の4倍の密度で読み取ります。） 
受信側に「精細」びないときは、自 
動的に r ルさな字」に切り替わります。 

»「写真」「写真濃く」 

濃淡のある原稿（カラーの原稿）や、 
写真のときに選びます。 


一巡すると fi く I を 
表示して、濃度び 
変わりまず。 


y ※原稿の文字などび薄いとさは「濃く」 

( 「普通字」に戻る） を 選びまず。 



巧^お知 S せ 

• 「普通字」に比べると、 r ルさな字」「精細」「写真」で送るとファクスの送信時間び長くかかります。 
♦コピーをずるとさは、「普通字」を選んでも、 r ルさな字」でコピーされます。また「普通字濃く」を 
選んでも、「小さな字濃く」でコピーされまず。「写真」「写真濃く」「精細」「精細濃く」は、設定 
のとおりにコピーされます。 

♦ファクスを送信する場合に画質を選ばなかったとさは、自動的に「普通字」び選ばれます。 

• ファクス送信中やコピー中に画質を切り替えると、なの原稿から選んだ画質び有効になります。 

• 「ルさな字」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写る 
ことびあります。 




n ピ—フアクス 


n ピ 1/ フ 


n ピ 1/ フアクスをする前に 


聲媛露裳 
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コピーする 


[ _コピーの禁止について^ 

本商品で原稿をコピーずる場合、コピーしたちのを所ちするだけで法律で罰せられるちのびありまず。 

ごま意ください。 

■ま律で禁止されているちの 

♦紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、せち債証券をコピー（複製）する事は禁止されています。 
たとえ、見本の印び押してあっても、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙幣類似証券取締法） 

•外国において流通する紙幣、貨階、証券類のコピー（複製）もでをません。 

(外国二於テ流通ス J レ貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関ス J レ法律） 

•未使用の郵便切手、官製はびさなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）することは禁じられています。 
(郵便切手類模造等取締法） 

♦政巧発行の印紙およびミ酉税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でをません。 
(印紙等模造取締法） 

■コピー(復敦）ずる場さにを意を要ずるちの 

参民間発行の有価証券（株券、手あ、ル切手など）、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最なお 
要部数をコピー（複製）ずるし分外は、政府の指導によってを意び呼びかけられています。 

♦政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、食券などの切符類を 
勝手にコピーしないほうびよいと考えられています。 

■吾作ちにを意ずるちの 

•善作権の目的となっている書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、個 
人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するためけ外は、コピー（複製）を禁止 
されていまず。 



参画質を選ぶときは （ i ®=3-4 ぺージ） 

カラー液晶を取り外しているとさは、自動 
的に「ルさな字」でコピーします。 

(画質を選ぶことはでさません。） 

■ 化大/縮ル/複数巧コピーをずるとまは 
{防 3-7 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは { b ®=8-7 ぺージ） 

■ 記録紙びつまつたとをは （防 8-8 ぺージ） 


停止 

し◎飞 を巧します。 

巧"お知6せ 

• 等倍でコピーしてち、機械の状態や記録紙の状態 
により正確な等倍サイズにはならないことびあり 
ます。 

• 通話中にコピーを始めることはでをません。 

• コピー中に電話びかかってさたとさは、親機の受 
話器を取ってお話しください。親機のオンフック 
ボタンを押してち、相手からの声は聞こえますび 
お話しはでをません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はでをません。 


禱 


3 n ピ—/ファクス 

フアクス 


n ピ—する 
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あ大 / 縮ルコピーや同じ原稿の複数枚コピーなどびでさます。 



♦コピーずる面を下にしてセットします。 
(一度に10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を逞ぶときはぺージ） 


度11/機萄にタッチ 

する 


メモリ-受信 

April 


13141516171819 


1回タッチ 


4/16 (水） 
2:45 PM 
Ow け 
Ow 巧 
Ott 巧 

Sis ロンタツチ I 


画質 I 電話帳]窟 


ん0件り 

ツチ 夕•ツチ） I 
眉信記録」置纽巧能い | り ^— J 


ロピー設定 J 
に2回タッチ 
する 


4ほ用するコピーの 
設定をタッチして 
選ぶ 


選んだ設をにも5 
-度タッチしてミ夫 
定する 


登録/機能 
レ初期登録 

籍 Sk 擊2回タッチ I 

もメモ録音 
コピー設定 

夕がで選択、タッチで決定 

戻る - jij 与 y 兰 


コピー設定 
1..抱大 ，1, 4倍 
も縮ル日、帷 

複数枚技ピ =_ 


1回タッチ 


タッチで選択/タリチで巧定 

ををパ化▼』 


>コピーが始まります。 

>コピー終了後、等倍に戻ります。 

- 手順己で……一 


r 拡大 1.4 倍」を選んだとき 

140%にお大して〕ピーします。 

-0 


原稿 

拝入ち向 


巨 B 


〇の化量を 
基準にお大 
し9 〇 


「縮小 0.8 倍」を選んだとさ 

80%に縮ルしてコピーしまず。 

-0 


原稿 

拝入ち向 


巨 


B 


〇の化量を 
基準に縮ル 
し9 〇 


r 複数枚コピー」を選んだとき 

複数枚のコピーをします。 

画面の数字キーにタッチして枚数を入力し、 
な力終巧を巧します。（最大日枚） 


团 


【B 


■ 復巧枚コピーのとをにコピー巧巧をまちげえたとをは ■ 原稿がつまつたとをは （ B を 8-7 ぺージ） 

枚数を入力し直します。1〜5の数字キーにタツ 

チすると枚数び変更されます。 ■ 記録がびつまつたとまは （ b ®>8-8 ぺージ） 

■等倍コピーをするとまは { b ®=3-6 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

• コピー中は、内線通話や子機での通話はできません。 


コピーする 


a 


拡大/縮か/複数巧コピーする 


-フアクス 
3 n ピ—/ファクス 


n ピ—する 
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ダイヤルボタン 


m 


ファクスを送る 


親機でお話ししてから 
ファクスを送る 


親機で電話をかけて、巧手の方とお話ししてからファ 
クスを送るとさの操作です。 
原稿は一度に1〇枚までセットできまず。 


にタッチずるとファクス送信の案内が表示 
されまず。 



3 


〇取りがしてを 0K ! 



原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 



•送信ずる面を下にしてセットします。 

(—固こ10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を選ぶとさは （BS'S-A ページ） 

ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
きは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはでをません。） 


2ま話巧を取る 



•ネ目手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは （C 穿 3-10 ぺージ） 


巧手のちび出たらフ 
ァクスを送ることを 
伝えて 

FAX スタ-卜 

みを巧す 

参相手のちび電話を受けたらお話しずること 
びでをます。 

♦相手のちのファクシ5 U び留守ま電話のと 
をはその案内に従って操作します。 

参相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わりまず。 

(おまかせ送信） 

※お使いの環境によっては、おまかせ送信 
びでさないことびあ0ます。このとさは 
「ピー」という音び聞こえたら FAX スタ 
ートボタンを押して < ださい。 

♦送信中、途中でやめるときは停止ボタンを巧 
します。（原稿びつまった状態になります。 
8-7 ページの手順で取り除いてください。） 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


031234已己78 


画質 J 電話帳」!龍 I 協 J 置》涅§ 叫|ゴ 


♦まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
-」といラ音を確かめたあと、正しくダイ 
ヤルして < ださい。 

♦ワイヤレスカラーお晶を取り付けていると 
さは、ダイヤルしたま号びディスプレイに 
表示されます（上記）。 


受話器を戻す 


受話器を戻してくださ 
い。（受話器を戻して 
を回線は切れません） 


FAX 通信中 
画質」 


が d 



•受話器を戻してち回線は切れません。 
•ファクス送信が終わると終了音が聞こえま 
す。 


FAX スター ト 

を) 


操作のしかた 


〇 〇〇 
0 0 0 0 

图四四國 
四固0面 j 
のの回国 I 


n ピ—/ファクス 
n ピ— 


フアクスを送る 
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ファクスを送る 

■ を信前に途中でやめるときは ■ ファクス送信をのアラーム音を鳴百さないよ5に 

受話器を戻します。 ずるには 

「終了音を鳴らす」（腐=已-14ページ）の操作で 

■ 11 巧な上の原稿びちるとまは （防=3-3 ぺージ） 設定を切り替えます。 


■ 「ほ信 エラーびち 日ました。 J と聞こえた6 
(防 8-2 フぺージ） 


■セツトした原稿を巧日出すとまは 
(防 3-3 ぺージ） 


■ モ煤の操作でファクスををるとまは 
(防 3- 16ぺージ） 

■ 原稿がつまったとまは （ b ®= S -7 ぺージ） 

■ 取日かしたワイヤレスカラー巧晶でお話ししてか 
百フアクスをちるには 

① 親機で原稿ガイドを合わせて、原稿をウラ向 
さにセットしてお< 

② ワイヤレスカラー液晶の ：!話片巧 にタッチする 

③ 画面の数字にタッチして電話ま号をダイヤル 
ずる 

④ f 通話) にタッチする 

⑤ 巧手のちび出たらファクスを送ることを伝え 
て [ nm ] にタッチする 

このあと待機画面に戻ります。（電話び切れ 
ます。） 


■ おまかせ巧信とは 

巧手のちび受信操作をすると「ピー」といラ音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信 
します。【受話器を戻してください。 】 」とメッ 
セージび流れて自動的にファクス送信します。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 


禱 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


フアクスを送る 
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ファクスをちる 


相手の方にタイヤルして、お話ししないでファクスを送ることびできます。 



• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
参画質を還ぶときは （ BS ' S - A ページ） 

ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
をは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはでをません。） 


むがを巧す 


オンフックダイヤルモード 


画質 jipsKj ■属啤 J: 置 i/ 括町 -j 


>ワイヤレスカラー液晶を取り付けていると 
きは、ダイヤルしたま号びディスプレイに 
表示されます（上記）。 


電話びつなびったら 

FAX スタート 

を巧す 


の 


>ワイヤレスカラー液晶を親機から取りがし 
ているときは、上の表示は出ません。 


•送信び始まります。 

参を信中、途中でやめるとさは停止ボタンを巧 
します。（原稿びつまった状態になります。 
8-7 ページの手順で取り除いてください。） 
•ファクス送信び終わると終了音び聞こえ、 
自動的に回線び切れまず。 


■ を信前に途中でやめるとまは 

を押します。 


巧^お知 S せ 

参ネ目手のちびファクス受信に切り替えなかったとさ 
など r 応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなときは、 
「親機でお話ししてからファクスを送る」 
(防 =3-8 ぺージ）のち法で送信してください。 

参ファクス送信中にディスプレイに表示されるま号 
はネ目手のちのファクシミ1」に登録されている番号 
(発信元番号）ですので、実際にダイヤルしたを 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて巧手 
の方に確認してください。） 

•ネ目手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に設 
定されていると、こちら側には「ピー」音び聞こ 
■よ9 〇 


m 


親機でお話ししないでファクスを送る 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


フアクスを送る 
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原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


ィん _轰:星:却 


♦送信する面を下にしてセットします。 
(-度に10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を選ぶときは （ B ®=3-4 ページ） 
ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
きは、自動的に「普通字」でち信します。 
(画質を選ぶことはでさません。） 




電話を社の識別 
番号をダイヤル 
する 

画質」雷話距」着■記亂罩8/坦§今 HI ゴ 

• 「マイライン」「マイラインプラス」を契 
約されているとさはダイヤルする必要はあ 
りません。 


010をダイヤル 
する 


XXXX 010 


画質 J psfji 龍謡 u 置 i / I 威 Jil 心斗円 


■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 原稿がつまったとまは（陈=8-7ぺージ） 



I 市か局まを入れる 

(例) 因の图 


XXXX0 10 12 12 


画質」!電話帳」着信記録 J 伊録惟能い」与 d 



•最初にくる「日」は必要ありません。 

7ファクス番号をダ 
イヤルする 


(例)の岛 


電話がつながったら 

FAXZ 5--^^ たがホ 

送]を巧す 

参送信び始まります。 

♦送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になります。 
8-7 ページの手順で取り除いてください。） 

参巧手のちび電話に出る前に FAX スタートボ 
タンを押ずとファクス送信びできないこと 
びありまず。 


ま話巧を房す 



巧^お知 S せ 

♦海外へファクスを送るとさは、国や地域によって 
回線状況びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

♦国際通話や通信につさましては、電話会社によっ 
て可能な国やせぼなどび異なりますので、詳しく 
はさ電話会社までお問い合わせください。 


巧かへファクスを送る 


a 


時差など考えて上手にご利用ください。 

アメリカ（1-2]2-123-4已日7)へ送る場合を例にとって説明します。 


操作のしかた 


^取りがしてを 0 K ! 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


海外へフアクスを送る 
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> 送信する面を下にしてセットします。 
(一度に10枚まで） 

>「原稿をセットしました」と表示されます。 
>画質を選ぶときは（防 3-4 ぺージ） 
ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
をは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはできません。） 


請 

帳 

や 

再 

ダ 

斗 

ヤ 

ル 

で 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

送 

る 


悟話崎 にタッチ 
する 


P 覽表示') にタッチ 

する 
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■ を中でやめるとまは 

を巧します。 

■ 夏話器を取ってファクスをちるとをは 

① 受話器を取る 

② 「ツー」という音を席かめたあと、 「電話帳] に 
タッチずる 

③ [■覧表示 I にタッチする 

④ ファ クスを送る巧手のちにタッチして違ぶ 

(第1番号に送るとさは、このあともラー度 
タッチして送ることちでをまず。） 

⑥ ( mi にタッチし、電話ま号（第1ま号また 
は第2番号）にタッチして選ぶ 

⑥ 選んだ番号にちラー度タッチし、相手のちび 
受信操作したときの「ピー」といラ音び聞こ 
えたら（または、相手のちとっなびったら） 

FAXM - 卜 

を押す 

⑦ 受話器を戻す 




原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向， 
をにセツトする 


見てからダイヤルー覧 
L 池田悟 I も 
も ろ 

3j —も _ 

t ク1回タッチ 

タツ チで選’ 民；し I …心 1 1;^ 


ファクスををる 
巧手の方を 
タツチして選ぶ 


登録4件磯り 


96件 


術巧■■■■し 

巧気予報 り 

僅号案み 
-腑•悟-- 


J 31? 3 4 6 618 


1回タッチ 


X 送信 


お いじ斗 


•第1番号にファクスを送るとさは、このあ 
と FAX スタートボタンを押して送信するこ 
とをでさます。 


[|羊細表示I にタッチ 

する 


電話ま号（第1 
ま号または第2 
ま号）をタッチ 
して選ぶ 


昼話帳登録4件喊 D 96件 


mm 117 

>夫気予報 1リ 

健号ま巧 104 

巧田悟 Mil 


1回タッチ 


タッチで選択、 

お索」琴登録 I 翻 表因 I ミ肖ま JiJZH ， 


電話帳1件表示 
名前:池田悟 
読み:イケタ’サトシ 


番号① 

番号③ 
E-Mail 


タッチで選択、 


0312345678 
09012345678 
Ue 




回タッチ 

. I > ■r\ 


•このあと、選んだま号にを5—度タッチし 
て送信することをできます。 

•ワイヤレスカラー液晶を親機から取り外し 
ているときは、選んだ番号にをラー度タッ 
チして決定し、呼出音び鳴り始めたら 
IFAX 切劃にタッチしまず。 


FAX ストト 

を巧す 


信止 


FAX スタート 



♦自動的に送信を始めます。 

■ 「通信エラーびお0ました。 J と聞こえた百 
(防 8-2 フぺージ） 

■ 原稿びつまったとさは （B を8-フぺージ） 


をお知6せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表ホされるま号 
は巧手のちのファクシミ U に登録されているま号 
(発信元番号）ですので、実際にダイヤルしたま 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて相手 
の方に確認してください。） 



a 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


L ワイヤレスカラー液晶の電話帳でファクスを送る 

電話帳にファクスま号を登録しておくと、電話帳から巧手のちを選んでファクスを送ることびできます。 
ワイヤレスカラー液晶と子機の電話帳にはそれぞれ100人分のま号を登録でさます。 （ b ®=2-13 〜 2-1 己、 
2-21 ぺージ） 

^タッチペン 〇取り外してを OK ! 置いたまま 


操作のしかた 























































































原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


-勝- 


裏面 



♦送信する面を下にしてセットします。 

(-固こ10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を遅ぶときはページ） 

ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
きは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を逞ぶことはでさません。） 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 「通信 エラーがち 日ました。 J と聞こえた 6 
(防 8-2 フぺージ） 

■ 親煤の再ダイヤルの記憶をミ肖去ずるとをは 
(防 2-32 ぺージ） 

■ 原稿がつまったとまは （ b ®=8-7 ぺージ） 



A 再ダイヤル 

再ダイヤル 


2 〇 を巧す 

池田悟 

0312345678 



[FAX スタート]で FAX 送信、[引 
叫 个 IH 


♦ワイヤレスカラー液晶を取り付けていると 
をは、ディスプレイに相手のちの名前（ま 
号）び表示されます。 


〇 FAX ストト 

3 を巧す 

厚止 FAX スタート 广 

固碎 T 


参自動的に送信を始めます。 


巧^お知 S せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表示される番号 
は相手のちのファクシミ U に登録されてしぶ番号 
(発信元ま号）ですので、実際にダイヤルした番 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて巧手 
のちにお認してください。） 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


a 


親機の再ダイヤルでフアクスを送る 


相手のちびお話し中など、をラー度電話をかけ直してファクスを送るとさは、再ダイヤルボタンを使って簡 
単にファクスを送ることびでさます。 


操作のしかた 


^取り外しても 0 K ! 置いたまま 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


3-13 



































名前の「読み」を入力して、相手のちを電話帳から選ぶことがでをます。 

タッチペン ^取り外してち日 K ! 置いたまま 


操作のしかた 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


が 




mM 



だ:-] ij 


♦送信する面を下にしてセットします。 
(一度に10枚まで） 

参「原稿をセットしました」と表示されます。 
参画質を還ぶときは （ BS ' S - A ぺージ） 

ワイヤレスカラー液晶を取りがしていると 
をは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはでさません。） 


属話帳] にタッチ 
し、 [-覧表示) に 

タッチする 


「検索） にタッチ 
する 


4 を前の r 読み J 

を入力する 

(防] -5 目〜1 - 

70ぺージ） 


黯骗登録4件磯り S 6 供 

117 


mm 

》天気予報 
>11号案の 


細 尸 

が1回夕 

タッ P Lj ん… 


1日4 

fm " が 7 S 


回タッチ 


检信 


検索し新規登録」詳細表示い肖去 I 个 H-J 


<相手名検索> 
イケタ’ [ 




採。階施 y 入力巧姐小 


• 「読み」の頭文字や途中までの文字でわ探 
すことびでをます。 

■ 途中でやめるとまは 

「◎1を巧します。 

■ 原稿びつまったときは { b ®=8-7 ぺージ） 


み力の1 にタッチ 
する 

♦第1ま号にファクスを送るとさは、このあ 
と、 FAX スタートボタンを押して送信する 
ことちでをまず。 


電話帳1件表示 

議要帶回タッチ 


ま号① 
番号② 
E-Mai 


09012345678 
i keda@n. yy, zz. c 日 . 
タッチで選択、タッチで FAX 送信 

修正」 I 戻る 


离細表示 I にタッチ 

し、電話ま号 
(第1番号また 
は第2ま号）に 
タッチして選ぶ 

参ワイヤレスカラー液晶を親機か5取りかして 
いるとさは、選んだま号にもラー度タッチし 
て決定し、呼出音び鳴り始めたら TaxM ) に 
タッチします。 


FAX スタ-卜 

窗 


を巧す 


厚止 


FAX スタート 



参還んだ巧手のちに自動的に電話をかけまず。 
♦手順日のあと、選んだま号にを5—度タツ 
チして送信することをでさます。 

♦巧手のちびファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 


をお知 S せ 

• 巧手のちびファクス受信に切り替えなかったとき 
など「応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなときは、 
「親機でお話ししてからファクスを送る」 
(咳 =3-8 ページ）のち法で送信してください。 


a 


電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


ワイヤレスカラー液晶の電話帳か6名前で検索してフアクスを送る 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


3-14 


































































原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


け 6 b . 


裏面 



ファクスををる 
巧手の方のを前 
にタツチして 
選ぶ 


見てからダイヤルー覧 
レ池田悟 も 

も兰浦.サオリ 7 J 

を 回タッチ 


•送信する面を下にしてセットします。 

(-度に1日枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
•画質を選ぶときは （ E 赏 3-4 ぺージ） 
ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
さは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはでさません。） 


廣話崎 にタッチ 
する 


タモリ-き信 

April 


原稿を 

画質 


22 W W 

3 ^ 1 回タッチ 

ご " t 房 I ' 

電話喝着信記録 JP * 


4/16 (水） 
2:45 PM 

0巧り) 

0#ち) 
う件巧 


登録/括昭<1り心 


タッチで選択、タッチで FAX 送信 
登録广篇表示 I 登録脚 U 戻る」!11，1 

♦各頂目のま号をダイヤルボタンで入力してフ 
アクスを送ることちでさます。 

ち5—度タッチ 
して巧定する 

•選んだ相手のちに自動的に電話をかけまず。 
電話をかけるま号は、ワイヤレスカラー液 
晶の電話帳に登録されている第1番号とな 
りまず。 

♦ワイヤレスカラー液晶を親機から取り外し 
ているとさは、このあと呼出音び鳴り始め 
たら ( FA ) (鹏) にタッチします。 

♦巧手の方びファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 


■ 途中でやめるときは 

停止 

を押します。 

■ 原稿がつまつたとをは （ b ®= S -7 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

♦相手の方びファクス受信に切り替えなかったとさ 
など「応答びありません」と表示されてファクス 
び送られないことびあります。こんなときは、 
「親機でお話ししてからファクスを送る」 
( b ®=3-8 ページ）のち法で送信してください。 


見てか S ダイヤルでファクスを送る 


B 


見てからダイヤルを利用して、簡単にファクスを送る 
ことびでさます。 

見てからダイヤルを利用ずるには、あらかじめワイヤ 
レスカラー液晶の電話帳からま号を登録しておく必要 
びあります。（防 2-2 8ぺージ） 







嫁 

〇 

〇 

〇 


□ 

□ 

□ 

□ 




の因広) 
四回広 
回面の 
国四面 

I ^ 〇 
|〇 〇 
jo 〇 


FAX スタート 

A 

ダイヤルボタン 

を) 



操作のしかた 


^タッチペン ^取り外しても OK ! ^置いたまま 3 


n ピ— 

ーピ—/ファクス 


見てからダイヤルでフアクスを送る 


3-15 








































































親機にセツトした原稿を、テ機でダイヤルしてファクスを送ることができます。 

を)消灯 


操作のしかた 


f 親機 
原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


I , ^ 立 

-けか-で- 


♦送信する面を下にしてセットします。 
(一度に10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を還ぶときは （ iEr 3-4 ページ） 

ワイヤレスカラー液晶を取り外していると 
をは、自動的に「普通字」で送信します。 
(画質を選ぶことはでをません。） 


ダイヤルしてファクスををるとを 


>子機 


S" 

をを*，して、 
巧手の方の番号を 
ダイヤルする 


電話帳でファクスををるとを 


(#モ機 

a ) または: y ) 

で巧手の方を 
選び、%を巧す 

♦テ機を置いたままでファクスを送るとさは 
スピーカーホンボタンを巧します。 



再ダイヤルでファクスををるとを 


C # モ機 

01(<](を巧したあ 

(^▲)または: ▼) 
で巧手の方を選 
び、を巧す 



C # モ機 

巧手のちび出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 

©を巧す 



の 
ののの 


♦機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めます。 

•ネ目手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押しまず。 

♦巧手の方び受信操作をずると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®>3-9 ぺージ） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
ます。そのとをは「ピー」とい5音び聞こえた 
5、 機能ボタンを巧してください。 



■ 途中でやめるとさは 

ファクス送信び始まる前（手順3まで）は、^ 
を押します。 

ファクス送信び始まったあとは、親機のを押 
します。 

■ 原稿びつまったとさは （ B ぞ8-フぺージ） 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をミ肖去するとさは 
(防 2-33 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

• 親機や他のテ機でかけた電話番号を子機で再ダイ 
ヤルすることはでさません。 

•テ機で再ダイヤルでをるのは、24ケタまででず。 


m 


子機の操作でフアクスを送る 


モ機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）でファクスを送る 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


テ機の操作でファクスを送る 


3-16 











































f 親機 



原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


♦送信する面を下にしてセットしまず。 
(一度に10枚まで） 

• 「原稿をセットしました」と表示されます。 
♦画質を選ぶときは （ BS ' S - A ぺージ） 

ワイヤレスカラー液晶を取りがしていると 
きは、自動的に「普通字」で送信しまず。 
(画質を選ぶことはでさません。） 



巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

を2回巧す 

或モ機 

▼) を巧す 


カナ 


♦入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

参該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないときは、最も近い次の名前を表示 
します。 

■ 途中でやめるとさは 

( 0 を巧します。 


5c# モ機 

みまたは: V )で 
巧手の方を選び、 

%を巧す 

♦巧手のちのま号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 


6 ¢# モ機 

相手のちび出たらフ 

ァクスを送ることを 

伝えて 

©を巧す 

♦機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めます。 

♦巧手の方とお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

•ネ目手の方び受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=3-9 ぺージ） 

》回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあり 
ます。そのとさは「ピー」とい5音び聞こえた 
5、機能ボタンを押してください。 


7 (# 子機 

巧電器に房す 





子機の操作でファクスを送る 


0 


L モ機の電話帳か6名前の頭文字で検索してファクスを送る 

子機の電話帳に登録されている相手のちを選ぶとき、名前の頭文字で検索して還ぶことびでをます。 


操作のしかた 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


子機の操作でファクスを送る 


3 






































巧ちモード（家にいるとき） 


■巧をモード時の操作 （防 3-20 ぺージ） 

参お買いあげ時、呼出音の回数は「無制限」になっています。 


電話に出るまで 
呼出音び 
鳴り続ける 



(相手がファクスのとき) 

FAX スタート 

广^を巧して受信します。 


(呼出音の回数 
:無制限） 



引を続をお話しします。 


一定の呼出音び鳴った （1 〜2已回）あと、ファクス受信に切り替えることもできまず。 

(防 3-23 〜 3-24 ぺージ） 

ただし、巧手のちび「ポー•ポー…」という音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、巧 
手のちびスタートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。 FAX スタートボタンを 
押して受信してください。 


巧^お知 S せ 

•呼出音の回数を]回に設をすると、すぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になります。ま 
た、応答メッセージを流さないよラに設定するこ 
とはできません。（応答メツセージび流れている 
間に受話器を取ると話すことびでをます。） 


ファクスの受けかた 

ファクスの受けかたは、「在宅モード」と「留守モード」の2つの種類びあります。 

受信したファクスのプ U ントのしかたは、「見てからプリント」「メモ U - 受信」「記録紙受信」から選び 
まず。 


3 n ピ—/ファクス 

コピ— I 白3 


フアクスの受けかた 
























■留守モード時の動作 {防 4-2~4-4ぺージ） 



設定した回数の 
呼出音び鳴る [ 

I I I I ■ 

(呼出音の回数 
: 4刚 
※呼出音の回数は 
変更でをます。 

(防 4-3 ページ） 
※お買いあげ時、呼出音 
の回数は r 4回」に 
なっていまず。 


応答メッセージが流れる 

「ただ今、留守にしており 
ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 


(巧手びファクスのとを) 

相手びスタートボタンを押 
すと自動的に受信します。 






ホ目手び電話のとき J 

通常の留守番電話の動作 
になります。 



送5れてきた原稿は、プリントするとき、全体を約日3%に縮ルします。 

ファクスを受信するときに、受信日付や相手のちのファクスに登録されてし)る電話ま号をプ U ントするた 
め、全体を約93%に縮ルします。縮ルしなしでプ U ントしたいときは、 縮小受信の 設定（防 9-8 ページ） 
を「なし」にします。 

※ただし、「なし」に設定をされても巧手のちの機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態によつ 
て、正確に1巧1にならない場合びあります。 


[ ファクスをま信したとまのプリントのしかた 

ファクスを受信したとさのプ U ントのしかたは、なの3通りでず。お買いあげ時は、「メモ U - 受信」に設 
定されていまず。 

変更するときは 「 FAX 受信ち法を選ぶ」で設定します。（豚已 -14 ぺージ） 

見てか 5 プ U ント •• ファクスをメモ U - 受信（《）し、ディスプレイに表示してお認することびでをま 
牺3巧〜 3-29 ぺ-ジ）す。内容をお認してから、必要なファクスだけプ U ントできます。（自動的にはプ U 
ントしません。） 


メモリー受信 


記録紙受信 


ファクスをメモリー受信（《）してから自動的に記録紙にプリントします。記録紙や 
インクリボンびなくなったとを、受信データはメモ U - に保存されています。 

ファクスを受信しなびら自動的に記録紙にプリントします。記録紙やインクリボンが 
なくなったとさはファクス受信でさません。 


《メモリー受信とは 


送られてきたファクスを記録紙にプリントせずに、いつたん親機のメモ U - に記録することです。 


ファクスのまけかた 


a 


留守モード （留守にするとき） 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


フアクスの受けかた 


3-19 

































巧手のちとお話ししたあと、ファクスに切り替えます。 


己 □ 


3 


操作のしかた 


^取りかしてち 0 K ! 


電話に出てか6ファクスを受ける 


FAX スタート 

を! 


原稿をセツトしていないが態で操作してください。 


呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 



ファクスに切り替え 
ることを巧手のちに 
伝えて 

FAX スタート 

を巧す 

参受信び始まります。 

♦受話器を取るだけで自動的にファクスに切り 
替わることちありまず。（おまかせ受信） 


受話器を房す 



>ファクス受信び終わると、終了音び聞こえ 
9 〇 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとを「ポー.ポー…」といラ音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻して<ださい。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けます。 

( 「おまかせ受信」を解除するには b ®>9-8 ぺ一 
ジ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあ 
ります。そのとさは「ポー-ポー-ポー…」と 

いラ音び聞こえたら { J ] (テ機使用中のと 
をは@)を巧してください。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っている 
とをのみ流れます。 


■ 呼出音び一定の回数（1~25回）鳴ったあと、 
ファクス泛信に切日替えるときは 
(防3-23~3-24ページ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴り「ポー.ポー…」といラ音を 
検出すると、ファクス受信に切り替わりまず。在 
ちモードでファクス受信されることびをいとさ 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「在宅モード時のコール回数」を日回しソ下に設定 
してください。 

7回しソ上に設をされると巧手のちび自動送信をさ 
れたとをなどは、ファクスに切り替わりません。 
また、巧手のちび手動送信のとさは、相手のちび 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとき 
だけファクス受信でさます。 







<§> 

〇 

〇 

〇 


□ 

□ 

□ 

□ 






〇 〇〇 
0 0 0 0 

回のの面 
回の0面 
ののの固 


"1 ピ—/ファクス 
n ピ— 


電話に出てからフアクスを受ける 


3-20 






















































巧おに原稿をセットしていないが態で操作してください。 


操作のしかた 


タッチペン 


呼出音び鳴ったら、 

〔通話]にタッチ 
する 


— 

〇! 1回タッチ3; 
が -^ 


晒 Till 
か16(水） 

2：45 PM 
0押け 
0押ち) 

Ott 巧 

L ミ h ロンタツチ, 


音量か j 音量大い 


相手のちにファクス 
に切り誓えることを 
伝えて 

IFAX 切創にタッチ 

する 


着信通話 


音戸 


SQQ 
〇 0 0 


1回タッチ、 


な 


I 電話帳]這信記録 J FAX 切鲁 ►Hy 


•親機に原稿がセツトされているとさに 
IFAX 鹏]にタッチすると送信になります。 


■ おまかせま信について 

電話を受けたとさ「ポー■ポ—」といラ音び聞 
こえると「ファクスを受信します。」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクスを受けます。 

( 「おまかせ受信」を解除ずるには咳=9-8ぺ一 
ジ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことび 
ありまず。そのとをは「ポー.ポー-ポー 
'•'」といラ音び聞こえたら面) ii ] をタッチし 
てください。 


巧"お知 S せ 

♦キャッチホンをご利用のとさは、ファクス通信中 
に回線からの信号で通信びでさなかったり、画像 
に線び入ったりすることびあります。 

• コピー中はファクスを受けることはできません。 
電話びかかってさたとさは、親機の受話器を取っ 
てお話しください。 

• 相手のちびファクスを手動送信で送ってさたと 
さ、電話を受けてをお音の場合びありますので、 
呼びかけて応答びないことを再度お認してから、 
ワイヤレスカラー液晶の 「 FAX 切替」にタッチし 
てください。 


電話に出てか6フアクスをまける 


a 


ワイヤレスカラー液晶で電話に出てか6ファクスを受ける 
(巧機から取りかしているとを） 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話に出てからフアクスを受ける 
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電話に出てか 6 フアクスをまける 





取り外してを 0 K ! 


呼出音び鳴ったら、 

巧電器か5取る 



♦充電器に置いていないときや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点灯します。 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとを「ポー.ポー…」といラ音び聞 
こえると「ファクスを受信します。」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクスを受けまず。 

( 「おまかせ受信」を解除するには腐 =9-8 ぺ一 
ジ） 

《回線の状態でおまかせ受信び働かないことび 
ありまず。そのとさは「ポー-ポー.ポー 
'•'」といラ音び聞こえたら^を巧してくだ 
さい。 


資^お知6せ 

•キャッチホンをご和用のときは、ファクス通信中 
に回線からの信号で通信びでさなかったり、画像 
に線び入ったりすることびあります。 

参コピー中はファクスを受けることはでさません。 
電話びかかってきたときは、親機の受話器を取っ 
てお話しください。 

参固定メッセージび流れている間に、親機の停電時 
端テに接続した電話機の受話器を取ってを通話で 
をません。 

•ネ目手のちびファクスを手動送信で送ってさたと 
を、電話を受けても無音の場合びありますので、 
呼びかけて応答びないことを再度確認してから、 
親機の FAX スタートボタンまたは、子機の機能ボ 
タンを巧して < ださい。 


モ機で電話に出てか6 
ファクスをまける 


規煤に原稿をセットしていない巧態で操作して < ださい。 


2 巧手のちにファクス 
に切り替えることを 
伝えて 

ミ$を巧して、 

巧電器に房す 

♦親機に原稿びセットされているとさに機能 
ボタンを押すと送信になりまず。 



操作のしかた 




3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


電話に出てからフアクスを受ける 



©田 
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呼出音の回数を設定（防 =3-24 ぺージ）すると、一定の呼出音び鳴ったあと、自動的にファクス受信に切り 
替えることびでさます。 



プルル （1 回目 ）V プルル （1 回目 ）一 


プルル（日回目 ）V プルル（日回目 ）V 



巧"お知 S せ 

♦呼出音の回数を7回しツ上に設定すると、巧手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタートボ 
タンを押されたとさはファクスに切り替わりません。在宅モードでファクス受信されることびをいとき 
や、電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「自動的にファクスを受けるとさの呼出音の回数を変 
える」の操作で、呼出音の回数を日回(下に設定してください。 （ b ®=3-24 ぺージ） 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （ B を 4-2 〜 4-4 ぺージ） 

♦ネ目手の方び「ポー■ポー'''」といラ音を出さずに送信するファクスをご使用の場合れ相手のちびスター 
トボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。このよラなときは受話器を取ってから、 FAX 
スタートボタンを押して受信してください。 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 

親機で自動的にファクスを受ける 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


電話に出ないで自動的にフアクスを受ける 
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励 


電話に出ないで自動的にファクスをまける 


ち5—度 r 回数 
選択 J にタッチ 
して巧定する 



日個 
J ます 



r 音関連設を J 
に2回タッチ 
する 


r 巧ち時 コール 
回数 J に2回 
タッチする 


1 回タツチ\\泣ロンタツ， 


画質」零話帳 j 着信記驾 J 登録7衞 U 


登録/機能 
L; 初期登録 
もおわしろ機能設定 
3J 音関連設定 

. ;黄話金まち 


もメモ録技 。 ii 

器よ施 


2回タッチ 


戻る与 diJ 



音関連設定 
I音量調整 
2j 呼出音 
もメ哈述 

結ぷ y 回タッチ 

タッチで違 

戻る y. り | a じ J 


呼出音 
L 呼出音選お 
も在宅時 t コール回数 
も留守設睛 n-iif 回削 

^2回タッチ 


タッチで選択、タッチで決定 

戻る勺 


7 呼出音の回数を 
2ケタで入力する 
(01 〜25回） 


を力終了]にタッチ 

する 


@にタッチする 


回数選択 
現在無制限呼出 



回数選択 
在宅時コール回数= 
[入力終了]で決定 L 



1回タツす 


r 回数選巧 J に 
タッチして選ぶ 


在宅時コール回数 
レ回数選択 
も無帯.-一 




回タッチ 


タッチで選択、タッチで決定 

戻る」!:り*け 


■ Hi 制限呼出 J になっているとをは 

呼出音が鳴り続けて、応答しません。 

(お買いあげ時は「無制限呼出」になっていま 
す。） 

■ 受信できないが態のとをは 

呼出音が鳴り続けて、応答しません。 


■ 呼化音の種類を愛えるとをは 
帕 1-45 ぺージ） 



ファクスを自動的に受けるとまの、呼出音の回数をおえる 

^タッチペン 〇取りがしてを 0 K ! i ：^ 置いたまま 


操作のしかた 


画晰™巧巧巧 

画 |!0*0*0* 



チ 

ジ 

夕 

こ 


巧 


3 n ピ—/ファクス 電話に出ないで自動的にフアクスを受ける 

コピ— I 白3 
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メモ U —を信したファクスをワイヤレスカラー液晶で確認してから、必要なちのをプ1」ントすることびでさます。 
ワイヤレスカラー液晶を取0外していてちご利用になれます。 

■メモリー受信とは 


見てか6プ U ント機能を使うときは、あ6かじめ 
巧の設定をしてください。（防已 -14 ぺージ） 

- fAX 受信ちまを選ぶ」^「見てか6プリント」 


送られてをたファクスを記録紙にプ U ントせずに、 
いつたん親機のメモリーに記録することです。 


ファクスを受信したことび表示され、メー 
ル/おな15 せランプと受信ファクスアイコン 
ぴ点滅する 



表示したい受信ファクスにタッチして選ぶ 

(表示されていないファクスを選ぶときはド]円 
をタッチして選びまず。） 


4/け10:11 dam 3枚兰浦サオ I 」 ち巧 

肝「"由：〇〇の 1^ (138 J 6 5 4 3 21 納 


.1 回タッチ 


タッチで選択、タッチで表示 
ifiijllD 刷 T 酒ち I 戻る J 回因 3 日 


表示する 


>をう一度タッチしてミ夫定する 

おをな操作にごいて 



たてち向にスク□-ルでをることをおしています。 
目叫よこち向にスク□-ルできることをおしています。 


タッチすると 酷 切割 I 回転 I r 中止 1 び表示されます。 

f 倍率切替 1 (防 3-29 ぺージ） 

タッチずるたびにお大/縮ル/標準表示を切り替えます。 


f 回転 j (防 3-29 ぺージ） 

タッチするたびに表示び9ぴずつち回転します。 



270° 


180° 


中止 I 

「倍率切替」と「回転」の操作を終了します。 


陵 ぺ-ジ j (防 3-29 ぺージ) 

次のページを表示しまず。 


〔印刷 I (防 3-29 ぺージ） 

表示中のファクスをプリントします。 


情る1 

1つ前の画面に戻します。 


1- 夕を消去ずるには （防 3-31 ページ） 


「 FAX 受信1」スト」で消ましたいファクス 
を選び 、 b 肖去 I に2回タッチします。 

また、ワイヤレスカラー液晶を親機に取り 
付けているとさは、データの表示中に 
ft ち ies を2回押 して、 ぺ—ジごとに消去 
ずることちでさます。 


メモリ-受信したフ7クスをワイヤレスカラ-あ晶で見る 視てか目プリント機敞 


B 


見てか6プリント機能とは 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


メモ U — 受信したファクスをワイヤレスカラ—液晶で見る(見てからプ U ント機能) 


3-25 




































































































メモリー受信したファクスをワイヤレスカラー液晶で見る（見てか5プリント機能) 


メモリー受信巧教について 


A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び700字 
程度の原稿）を「普通字」で約3日枚までメモ1」一 
受信でさます。（受信メモリーと録音用のメモ U — 
は同じメモ U —を使用しています。録音などび残っ 
ていると、メモ U —受信でさない場合びありま 
ず。） 

■ メモリーがいつぱいになつたとまは 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信び 
止まり通信エラーになります。メモ U —受信した内 
容をプ U ント/消去したり、不要な録音メッセージ 
を消ましてください。または、 「 FAX 受信ち法を 
選ぶ」（陪=已 -14 ページ）の操作で「記録紙受 
信」に設定してください。 

( 「記録紙受信」の場合は、インク U ボン、記録紙 
びセツトされているか確認してください。セットさ 
れていないと受信でさません。） 


をお知6せ 

♦ファクスの受信ち法を「メモリー受信」に設定し 
ていると （「 FAX 受信ち法を選ぶ」防 =5-1 4 
ページ）、記録紙やインク IJ ボン切れなどでプ1」 
ントでさなかったとさは、「見てからプリント」 
機能と同じ操作で内容をお認でさます。（待機画 
面に「メモ U —受信」と表示されます。） 

• 「記録紙受信」の設定で受信したファクスは 
(「 FAX 受信ち法を選ぶ」防已 -14 ぺージ）、 
「見てからプリント」機能で内容を確認すること 
はでをません。 


禱 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


六モリー受信したファクスをカラー液晶で見る(見てからプリント機能) 
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メモリー受信したファクスをワイヤレスカラー液晶で見る（見てか5プリント機能) 


ンバー-ディスプレイ利 
曰付■時（ページ数）用時には相手のちの番号を 
刻を表示を表示します。表示します。 

します。 ネーム.ディスプレイ利用 

時や電話帳に登録している 
ときは名前を表示します。 


• 8 件目し U 降は Q にタツチして表示させます。 



信 


■ r データがあ日ません J と表示したときは 

メモリー受信されているデータはありません。 

■ 受信情巧を巧認したいとさは 

(を）にタッチしたあと、 恒信情が にタッチする。 

(受信 FAX の件数、未お認 FAX の件数、メモリー 
残量（％)び約日秒間表示されます。） 


巧"お知6せ 


た 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

9 

イ 

ヤ 

レ 

ス 

を 

了 

液 
日 
曰 B 

で 

見 

る 

貪 

て 

か 

ら 

プ 

I 」 

ン 


IA 4 サイズの長さを超える受信データは、 A 4 サイ 
ズまでしか表示でさません。 


メモ U - 受信したデータによっては表おされるま悲 
でに時間びかかる場合もあります。 
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©にタッチずる 


>©び点滅しているとをは、未お認の受信 
データび あります。 


表示したいま信 
データにタッチし 
て選ぶ 


タッチで選択、夕がで表示 

き箇 I 法||巧刷 II 消去」戻る j 川り IH ゴ 



■ 途中でやめるとまは 

H にタッチします。 


FAX 受信リストについて 


未捐 
は [ 


i 4/ it ) y 

Ilham } 

14/1510 
M/U 3 

日日 am 1 
日日日 m 1 


ji 碼日 ； n 



受信した受信した枚数ナ: 


メモリ-き信 

April 


1回タッチ 




3件ち 

だ-ロソタ I 

受信 FA ) (びあります。獲)をタッチ 

画質」電話帳 J 琴信記録 j 登録唯骑小トピ 


4 メモリーま信し 

たデータび表示 
をれる 


参表示している受信データをスクロール/お 
大/縮ル/回転/ページ切替/プ U ント/ 
消去することびでをます。 

(防 3-28 〜 3-29 ページ） 




LJJ 


ぉゎる 1 こタツ^^ 


( — '1 


する 


ぉゎる 

1 


1 回タッチ^^^ 

) 


♦待機画面に戻ります。 



a 


L ま信したファクスをワイヤレスカラー液晶に表示する 

「見てからプリント」機能を使ってファクスをメモ U - 受信すると、受信内容をワイヤレスカラー液晶で表 
示してお認することびでをます。 

操作ガイド 

I ? I で受信データの確認ちまを見ることびでをまず。 


操作のしかた 


クタッチペン^取りがしても 0 K ! ^置いたまま 


さ 

と。 

のす 

篡が， 

'訖丄ホ，ホ，ホ」 

信表 t 

円又とを 

の J 
認未 



未済済 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


メモ U—E 









































メモリー受信したファクスをワイヤレスカラー液晶で見る（見てか5プリント機能) 


メモリー受信した内容をワイヤレスカラー液晶で表示することびできます。（防' 3-2 已ページ） 
表示しているデータを上下左ちに動かしたり（スク□-ル）、お大、縮ルしたりずることびでさます。 


(例）メモリー受信したデータは、下記のよラに表示されます。（受信 
内容が、複数ページあるときは、1ページ目を表示します。） 


現在表示している倍率 現在表示しているページ/総ページ 



♦写真原稿や文字の多い 
原稿を受信したとさ 
は、表示に時間びかか 
ることびあります。 


操作のしかた 


^タッチペン ^取り外してを 0 K ! 置いたまま 


■表示しているデータを上下左ちに動かす（スク□-ルする） 

参データの端までスク□ールすると、「ピピピピ」と鳴って、それ!;(上同じち向へは動かなくなります。 


0にタッチすると、 
上へ動をます 


0にタッチすると、 
左へ動をまず 




と!にタッチすると、 
ちへ動をます 


0にタッチすると、 
下へ動さます 


次ぺージへ- 


鼠 

1 表示したファクスの見かた 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


メモリ—受信したファクスをワイヤレスカラ—液晶で見る(見てからプリント機能) 
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■表示しているデータを回転する 


:にタッチしてからをタッチするたびにち回り（時計回りに）90度ずつ回転します。 



I ページを変える 

複数ページをメモ U —受信しているデータのときは、 みぺ叫 をタッチするたびに次のページを表示します。 
受信データび1ぺージのみのときは、タッチしてち無効となりまず。 


1ぺージ目 

咚ページ1を 
タッチする 

2ぺージ目 

怕ぺ-ジ1を 
タッチする 

最後のページ 


一 


"A 



「なべ-ジ)をタッチする 


•最後のページを表示して 
いるとをに みぺ-ジ 1 にタツ 
チすると1ページ目に戻 
りまず。 


■表示しているページをプリントする 

表示中に ；印刷) にタッチする 

表示中のページをプリントします。（プ U ントしたあとは、待機画面に戻りまず。） 

※複数ページのとをは、プ1」ントしたページのみメモ1」一から削除されます。 

■表示しているページを消去ずる（ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けているときのみ） 

表示中にを2回押す 

※複数ページのとをは、表示していたページのみメモ U —から削除されます。 

1枚のみのとさをプリントした FAX データはメモ U - から削除されまず。 


メモリー受信したデータを1件ずつミ肖モするときは 
(防 3-31 ぺージ） 


巧^お知 S せ 

♦お大/縮ル表示中にコピー/印刷ボタンを押して 
ち等倍でプ U ントします。 

♦ A 4 サイズの長さを超えるデータは、 A 4 サイズま 
でしか表おでさません。送信元の原稿の内容び 
A 4 サイズより長くなるときは、2ページに分け 
ての送信などを依頼してください。 


y 


信 

し 

た 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

9 

イ 

ヤ 

レ 

ス 

を 

了 

液 
日 
曰 B 

で 

見 

る 

貪 

て 

か 

ら 

プ 

I 」 

ン 


が 


メモリー受信したファクスをワイヤレスカラー液晶で見る（見てか5プリント機能） 


a 


一つ づき 

■表示しているデータを J 広大/縮ル/標準表示する 

1®*®^ にタツチしてから; 倍率切曾 1 をタツチするたびに拡大/縮ル/標準表示されます。 


標準 


化大（約2倍） 



画壁]を 

タツチする 



暗率鹏1 を 
タッチする 


(1 音率切替]をタッチする 


縮ル 



n ピ— . 

3 n ピ—/ファクス メモ 
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メモ u —受信したファクスをプ u ントずる 


メモ U —受信した内容をプ U ントするときの操作です。 


3 



メ 

モ 

I 」 

I 

受 

信 

し 

た 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

プ 

I 」 

ン 

卜 

す 

る 


操作のしかた 


クタツチペン ^取り外してを 0 K ! 


©にタッチする 


プ y ントしたい 
ま信データを夕 
ツチして選ぶ 


April 


皿画 
4/16 (水） 


1回タツチ 


6 7 8 9 

13141516 171815 
20 2122 23 24 25 26 
27 28 2 ? 30 




3# 0 

：M ロンタツチ1 

受信 FAX びあります。©をタッチ 

画質」電話框 j 着信記缉登録/得旬叫: 


■ IHIHWTI つ干 了 

' 15 IP.QOain 3 枚兰浦サオ U 済グ 

H : ROpn I 化 038 り 5 りり 済グ 




回タッチ 


タッチで選択、夕巧で表示 
き信情津 J . 扣刷 jj 肖去」戻る」引4叫 d 


♦ 8 件目じ(降は白にタッチして表示させます。 

■ 途中でやめるとまは 

| s 。*) にタッチします。 


r 印刷1 にタッチ 
する 


川 B 3:[15 帥 1 枚 031? 3 4 5 6 7 8 

H ——Hiiiii HTi^BHIinr" 

4/14 3: roam 1 权 038 7 6 5 4321 


3 済み 

;詢 


1回タッチ 


タッチで選 P 一 

き信情辑 J . 印刷 jl 消去 J 戻る jy [中 』，I 


•プ U ントを開始します。プリントした受信 
データは モリーから 消えます。 


■ 1ぺージずごプリントずるとをは 

①(©にタッチする （ FAX 受信 U ストび表おさ 
れます。） 

③プ U ントしたい受信データをタッチして還ぶ 

③ 選んだデータにもう一度タッチする（逞んだ 
受信データの1ページ目び表示されまず。） 

④ 该 ぺ-ジ 1 にタッチしてプ U ントしたいぺージの 
みを表示させる 

⑤ 刷 1 にタッチずる(表示していたページを 
プ U ントしまず。プ U ントしたページは、メ 
モ IJ 一から 消えます。） 


■ プ IJ ント中にインク U ボンびな < なつたとまは 

受信した内容はメモ U - に残っていますので、プ 
U ント中の記録紙を取り出してから、インクリボ 
ンを交換（防8-日〜 8-1 1ぺージ）してくださ 
しん 


巧"お知 S せ 

• プ U ント中は、子機で電話をかけたり受けたりす 
ることはでさません。 
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©にタッチする 


乂モ IJ — 受信 

麵画 

April 

か 16( 水） 

一月* イ 

1 回タッチ 

6 7;! 

13141516 
20 2122 23 
27 28 2? 30 

171819 -巧-^ 

24 25 26 3 件 巧 

■むロンタツチ J 

受信 FA ) (びあります。獲)をタッチ 

画質 1 電話振 1 着屬嘲登録/括 制 < い H ，| 


消去したい受信 
データにタッチ 
して選ぶ 


4/15 ItOOam 3. 

1 ." : Kra ~1 

を 


.3 权 H 浦サォ I 」一 i 案？ 
jS. 11381654321 済夕 


回タッチ 


タッチで選択、タッチで表示 
菌 I 情涅し印刷 ij 肖去」 I 戻るいい M'j 


18 件目降は g にタッチして表示させます。 


。肖去 I にタッチ 
する 


_ 川 6 9 ； 05air _1 巧 03 惭渐 f 未グ 

( ； 1( 3'[t« ,* 0JI)fS4!!l 巧夕 


1回タッチ、 


おで表示 


受信情報」|が刷 J ! j 肖’ち j 戻る」 liW'dIiJ 


ち5—度 


r 消去 H こタッチ 
する 

参選んだ受信データび消去されます， 

山 

にタッチ 
する 


1回タッチ J 


♦他に受信データびないときは待機画面に戻 
りますのでこの操作をする必要はありませ 
ん。 


■ 途中でやめるとまは 

ra にタッチします。 

■ 確認ちみの受信データをミ肖去ずるとをは 

ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けて操作し 
ます。 

① hi ろ®を押し、「お認ミき受信 FAX 全消去」 

に2回タッチする 

② 「ずる」に2回タッチずる 

■ ずべてのメモ y - 受信データをミ肖モずるとまは 

ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けて操作し 
ます。0 

① hi ろを押し、「受信 FAX 全消去」に2回 
タッチずる 

② 「する」に2回タッチする 


1ぺージずつミ肖去するときは 

ワイヤレスカラー液晶を親機に取り付けて操作し 
ます。 

① ©にタッチする （ FAX 受信 U ストび表おさ 
れます。） 

② 消去したい受信データをタッチして選ぶ 

③ 選んだデータにをう一度タッチする（選んだ 
受信データの1ページ目び表示されます。） 

④ 板^にタッチして消去したいページを表示 
させる 

⑤ h ろ ss を押す 

⑥ をう一度、 " t ろを巧す（表示していたぺ一 
ジび消去されます。） 

を巧す（他に受信データびないとさは、 


⑦ 


自動的に待機画面に戻ります。 


メモ U —受信したフアクスを消去する 


a 


メモ U - 受信した内容を記録紙にプ U ントしないで、 FAX 受信 U ストか5選んで消去することびできます。 

タッチペン 〇取りがしても OK ! 


操作のしかた 


n ピ— 

3 n ピ—/ファクス 


メモ U — 受信したフアクスを消去する 


3-31 









































